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本日の内容

• 現役世代のがんの特徴： どのようながんが多いのか

• 現役世代に必要ながん対策

• たばこ対策： 禁煙治療・受動喫煙対策（職場）

• がん検診： 科学的根拠のあるがん検診を正しく実施する

• がん治療を完遂するために： 就労支援・経済毒性への対応

• 健康格差対策： 若年で格差が大きい

• データに基づく事業評価

• 患者市民参画と多分野連携



ライフステージとがん

15-39歳0-14歳 65-74歳40-64歳 75歳以上

就学

就職

就労

再雇用
セカンドライフ

ライフステージに応じて、担う役割や抱える課題も異なる

結婚・出産・子育て

AYA（Adolescents and Young Adults）は
ライフイベントの重なる世代



年齢階級別罹患率（人口10万対）： 全国がん登録2021年
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AYA世代のがん罹患の特徴：全国がん登録2021年罹患

AYA total (15-39歳) 15-19歳 20-29歳 30-39歳

がん種 N % がん種 N % がん種 N % がん種 N %

乳房 3765 27.4 卵巣 95 21.0 甲状腺 575 22.0 乳房 3478 32.6 

甲状腺 1937 14.1 甲状腺 74 16.3 卵巣 423 16.2 子宮頸部 1418 13.3 

子宮頸部 1562 11.4 白血病 71 15.7 乳房 282 10.8 甲状腺 1288 12.1 

卵巣 1321 9.6 悪性リンパ腫 44 9.7 白血病 202 7.7 卵巣 803 7.5 

大腸 823 6.0 脳・中枢神経系 33 7.3 悪性リンパ腫 167 6.4 大腸 706 6.6 

上位5位以外 4331 31.5 上位5位以外 136 30.0 上位5位以外 967 37.0 上位5位以外 2977 27.9 

全部位 13739 100.0 全部位 453 100.0 全部位 2616 100.0 全部位 10670 100.0 

AYA total (15-39歳) 15-19歳 20-29歳 30-39歳

がん種 N % がん種 N % がん種 N % がん種 N %
大腸 873 13.6 白血病 118 24.6 白血病 238 14.6 大腸 723 16.7 
白血病 706 11.0 悪性リンパ腫 72 15.0 悪性リンパ腫 178 10.9 白血病 350 8.1 
悪性リンパ腫 582 9.1 脳・中枢神経系 56 11.7 大腸 138 8.5 甲状腺 348 8.1 
甲状腺 503 7.8 甲状腺 23 4.8 甲状腺 132 8.1 悪性リンパ腫 332 7.7 
脳・中枢神経系 384 6.0 口腔・咽頭 15 3.1 脳・中枢神経系 117 7.2 胃 267 6.2 
上位5位以外 3378 52.6 上位5位以外 195 40.7 上位5位以外 827 50.7 上位5位以外 2297 53.2 
全部位 6426 100.0 全部位 479 100.0 全部位 1630 100.0 全部位 4317 100.0 

男性

女性



40歳以上のがん罹患の特徴：全国がん登録2021年罹患

40歳以上 40-64歳 65-74歳 75歳以上

がん種 N % がん種 N % がん種 N % がん種 N %

乳房 95,014 22.7 乳房 46,473 38.2 乳房 24,113 22.7 大腸 36,090 19.0

大腸 67,487 16.1 大腸 13,371 11.0 大腸 18,026 16.9 乳房 24,428 12.8

肺 41,569 9.9 子宮体部 11,063 9.1 肺 12,499 11.7 肺 23,020 12.1

胃 35,661 8.5 卵巣 6,691 5.5 胃 9,206 8.7 胃 21,786 11.4

膵臓 22,652 5.4 肺 6,050 5.0 膵臓 5,823 5.5 膵臓 14,074 7.4

上位5位以外 155,950 37.3 上位5位以外 37,917 31.2 上位5位以外 36,747 34.5 上位5位以外 70,956 37.3

全部位 418,333 100.0 合計 121,565 100.0 合計 106,414 100.0 合計 190,354 100.0

40歳以上 40-64歳 65-74歳 75歳以上

がん種 N % がん種 N % がん種 N % がん種 N %

前立腺 95,569 17.4 大腸 20,329 20.9 前立腺 37,313 19.6 前立腺 47,253 18.1

大腸 85,393 15.6 肺 11,095 11.4 大腸 29,751 15.6 肺 41,805 16.0

肺 82,526 15.0 前立腺 11,003 11.3 肺 29,626 15.6 胃 39,393 15.1

胃 76,520 14.0 胃 10,691 11.0 胃 26,436 13.9 大腸 35,313 13.5

肝臓 23,566 4.3 腎・尿路 5,413 5.6 食道 8,272 4.3 肝臓 12,197 4.7

上位5位以外 184,842 33.7 上位5位以外 38,830 39.9 上位5位以外 58,835 30.9 上位5位以外 84,861 32.5

全部位 548,416 100.0 全部位 97,361 100.0 全部位 190,233 100.0 全部位 260,822 100.0

男性

女性



現役世代のがん罹患の特徴：全国がん登録2021年罹患

AYA total (15-39歳) 40-64歳

がん種 N % がん種 N %

乳房 3765 27.4 乳房 46,473 38.2

甲状腺 1937 14.1 大腸 13,371 11.0

子宮頸部 1562 11.4 子宮体部 11,063 9.1

卵巣 1321 9.6 卵巣 6,691 5.5

大腸 823 6.0 肺 6,050 5.0

上位5位以外 4331 31.5 上位5位以外 37,917 31.2

全部位 13739 100.0 合計 121,565 100.0

AYA total (15-39歳) 40-64歳

がん種 N % がん種 N %
大腸 873 13.6 大腸 20,329 20.9
白血病 706 11.0 肺 11,095 11.4
悪性リンパ腫 582 9.1 前立腺 11,003 11.3
甲状腺 503 7.8 胃 10,691 11.0
脳・中枢神経系 384 6.0 腎・尿路 5,413 5.6
上位5位以外 3378 52.6 上位5位以外 38,830 39.9
全部位 6426 100.0 全部位 97,361 100.0

男性

女性

• AYA世代のがんはそもそも罹患が少ない

• 女性の方が男性より多い

• 40歳以上のがんがCommonながんで

占められているのに対し、 AYA世代のがんは

多様ながん種で構成されている

• AYA世代の男性では、上位5位以外の

がん種が半数以上を占めている



予防 検診 医療 共生
最終

アウトカム

現役世代のがん対策

たばこ対策
・禁煙治療
・職場の禁煙化
HPV
・キャッチアップ接種

検診の選択

受診率向上
・自治体
・職域

精度向上
・精度管理

標準治療
医療アクセス
・集約化・均てん化

サポーティブケア
・妊孕性の保存
・アピアランス
・相談支援

緩和ケア
・在宅療養

死亡率, 罹患率の減少
生存率, QOLの向上

・両立支援
・経済毒性
・ピアサポート



現役世代のたばこ対策： がん対策の一丁目一番地

• 喫煙者が禁煙しすい環境整備

• 禁煙治療への補助

• 例：大阪市

ICTを用いた禁煙支援事業（おおさか チャチャっと卒煙）

• 受動喫煙対策

• 条例の整備： 兵庫県は先行している

• 職場の禁煙化： 健康経営優良法人

• 例：ナガセケムテックス（本社・たつの市）

2026.5.31（世界禁煙デー）に国内全事業所で紙巻きたばこの全面禁止へ移行



がん検診： 現役世代に最も必要なアクション

• 科学的根拠のある検診を実施することを徹底（ないものはやめる）

• 受診率向上

• どの検診をいつ受けるのかを県民に分かりやすく知らせる

• 受診率の把握

• 誰が職域で提供され受診しているのか

• 誰が受診できているのか（職業・加入保険・地域・国籍など）

• 精度管理

• 市町の検診データをがん登録とリンケージ



検診と健診

検診：特定の疾患にかかっていないかを見つける

• 特定の無症状の疾患に罹患している可能性が高いかどうかを判断す
るために、検査を集団に適用すること

• 陽性になったら、その疾患にかかっていないかどうかを「医療機関で」
確認する

健診：健康診査のこと。健康な状態かを確認する

• 様々な疾患にかかりやすい状況になっていないか、疾患の危険因子を
確認する

• 医療機関に行く or その手前で「自分で」改善する

いずれも健康で症状のない人が対象



がん検診の実施体制

検診分類
対策型がん検診 (住民検診型) 任意型がん検診(人間ドック型)

Population-based screening Opportunistic screening

基本条件
当該がんの死亡率を下げることを目的とし
て、公共政策として行うがん検診

対策型がん検診以外のもの

検診対象者

検診対象として特定された集団構成員の
全員(一定の年齢範囲の住民など)
ただし、無症状であること。症状があり、診
療の対象となる者は該当しない

定義されない。ただし、無症状であること。
症状があり、診療の対象となる者は該当し
ない

検診方法
当該がんの死亡率減少効果が確立してい
る方法を実施する

当該がんの死亡率減少効果が確立してい
る方法が選択されることが望ましい

利益と不利益
利益と不利益のバランスを考慮する。利益
が不利益を上回り、不利益を最小化する

検診提供者が適切な情報を提供したうえ
で、個人のレベルで判断する

具体例

健康増進事業による市区町村の住民対象
のがん検診(特定の検診施設や検診車によ

る集団方式と、検診実施主体が認定した個
別の医療機関で実施する個別方式がある)

検診機関や医療機関で行う人間ドックや総
合健診

保険者が福利厚生を目的として提供する
人間ドック



科学的根拠に基づき有効性が確認され不利益とのバランス上
からも推奨されるがん検診

がん検診の
種類

検診方法 対象年齢 検診間隔

胃がん検診 胃部X線検査（※１）又は胃内視鏡検査 50歳以上 2年に1回

大腸がん検診 便潜血検査 40歳以上 毎年

肺がん検診
胸部X線検査 および 喀痰細胞診検査（※２） 40歳以上 毎年

乳がん検診 乳房Ｘ線検査（マンモグラフィ）（※３） 40歳以上 2年に1回

子宮頸がん
検診

子宮頸部の細胞診
HPV検査単独法

20歳以上
30歳以上

2年に1回
5年に1回

※1 胃部Ｘ腺検査については、当分の間40歳以上の者を対象に実施しても差し支えない。
※2 喀痰細胞診検査の対象は、原則50歳以上かつ喫煙指数（1日の喫煙本数×喫煙年数）が600以上の者。過去喫煙者も含む。
※3 視診及び触診は推奨しないが、仮に実施する場合は、乳房Ｘ線検査と併せて実施すること。



科学的根拠に基づき有効性が確認されてなく対策型検診とし
て推奨されていないがん検診

部位 検診方法
推奨ｸﾞﾚｰ

ﾄﾞ
対策型
検診

任意型
検診

胃 ペプシノゲン法、ヘリコバクターピロリ抗体 I 推奨しない 実施可

大腸

S状結腸内視鏡検査 C 推奨しない 推奨する

S状結腸内視鏡検査+便潜血検査全大腸内視鏡検査、
注腸X線検査

C
推奨しない

実施可

直腸指診 D 推奨しない 推奨しない

肺 低線量CT ※重喫煙者50‐74歳へはAに I 推奨しない 実施可

乳房
40歳未満への乳房Ｘ線検査（マンモグラフィ）と視触
診の併用法、視触診単独法、超音波検査（単独法・マ
ンモグラフィ併用法）

I 推奨しない 実施可

子 宮 頸
部

細胞診・HPV検査併用法 C
課題が解決され
れば実施可

実施可

前立腺 PSA検査 I 推奨しない 実施可

実施可：個人の判断で実施可（医師による情報提供が必要。Shared Decision Making）



現役世代のがん医療： 安心して治療を完遂できる

• 就労支援

• 経済毒性への対応



がんサバイバーの経済的負担と心理的負担

• がん診断・治療に伴う身体的な負担

身体的

社会的精神的

• 医療費の負担

• 仕事を休む→収入の減少

• 経済的負担や将来への見通しに
関する不安



がんサバイバー社会的苦痛における格差

退職した* 経済的理由による
治療中止・変更

男性
(n=490)

女性
(n=1023)

男性
(n=3316)

女性
(n=3117)

全体 6.1% 12.4% 4.7% 4.2%
年齢 18-39歳 6.8% 8.6% 6.9% 12.1%

40-64歳 6.1% 12.7% 8.0% 4.8%
診断時職業 正社員 4.0% 6.3% 8.5% 2.8%

非正規雇用 16.3% 16.6% 5.7% 6.3%
個人事業主 - - 5.2% 4.1%
無職 - - 3.7% 4.1%

不利なサブグループの存在
→患者の社会的な背景に基づく適切な支援の検討が必要

（*65歳未満で診断時収入のある仕事をしていた個人事業主以外）

第80回がん対策推進協議会
参考人資料より

患者体験調査（2018年）より演者算出



日本における乳がん患者の経済毒性

Saeki S, et al. Factors associated with financial toxicity in patients with breast cancer in Japan: 
a comparison of patient and physician perspectives. Breast Cancer 2023; 30(5): 820-30.

経済的な負担感のスコア
COSTの点数と関連する要因

・収入ー
・最近の支払い＋
・年齢ー
・進行度＋

©Yuri Ito 2025



A 治療費の負担による

がん治療の変更・断念

B 病院で医療を受けるために必要な金銭的負担による影響

ある（保険診療の治療） 1. 日常生活における食費、医療費を削った

2. 長期に貯蓄していた貯金を切り崩した

3. 収入を増やすため家族が仕事を増やしたり働き始めた

4. 親戚や他人から金銭的援助を受けた（借金を含む)

5. 車、家、土地などを手放した、あるいは引っ越した

6. 家族の進学先を変更した（進学をやめた/転校した）

7. その他

8.受診の間隔を延ばしたり、受診を一時的に見送った

9.主治医に処方薬や治療法を安価な物に変更した

10. 治療頻度・内容（薬など）を自己判断で減らした

がん患者・サバイバーにおける経済毒性の要因: 
第2回患者体験調査を用いた詳細分析

20

A もしくは
B に1つ以上の該当

→経済毒性あり
Zafar SY, et al., 2013
Honda K, et al., 2019

カテゴリー1
療養生活への影響

カテゴリー2
受療行動への影響

カテゴリー3
治療変更・断念

Suga K. et al. Supportive Care in Cancer (in press) 



表1. 全国代表値
男性 女性

全体 29.0 32.6
診断時年齢 ≧65 24.4 24.4

40-64 31.3 38.4
≦39 54.9 48.7

雇用形態と就労変化
　　正社員 変化なし 13.0 22.3

有給休職 35.1 38.5
無給休職 25.8 48.6
退職 52.7 59.1

　　個人事業主 変化なし 9.3 31.4
休職 37.2 30.6
廃業 51.0 32.1

　　非正規 変化なし 20.5 19.8
有給休職 21.6 40.0
無給休職 34.7 40.6
退職 38.1 43.8

診断時の相談相手 あり 28.9 31.9
なし 53.6 48.4
不要 18.4 22.0

経済毒性あり(%)

• 有効回答6,742 名
• 男性: 3,495名

女性: 3,247名

• 経済毒性のハイリスク因子
• 悪性リンパ腫・白血病

• 治療中

• 化学療法

• 39歳以下

• 男性では就労の変化

• 相談相手不在

がん患者・サバイバーにおける経済毒性の要因: 
第2回患者体験調査を用いた詳細分析

ハイリスク患者の特定および相談支援、
両立支援への適切な対応の必要性

Suga K. et al. Supportive Care in Cancer (in press) 


Table1-1男(1.10)  (計算用)



								患者体験調査 粗解析値										全国代表値		p値

								合計  		経済毒性あり				経済毒性なし				経済毒性あり

								N		N		%		N		%		%

								3,529		1030		29.2		2499		70.8		27.9

				診断時年齢
		≧65   （中央値: 75歳）		2237		569		55.2		1668		66.7		24.4		<0.001		2237

						40-64 （中央値: 59歳）		773		254		24.7		519		20.8		31.3				773

						≦39   （中央値: 36歳）		150		81		7.9		69		2.8		54.9				150

						無回答		369		126		12.2		243		9.7						369

								3529		1030		100		2499		100

				がん種
※複数回答
		大腸		575		197		19.1		378		15.1		31.7		0.008		575

						肺		512		184		17.9		328		13.1		36.7		<0.001		512

						胃		645		161		15.6		484		19.4		27.2		0.025		645

						前立腺		696		166		16.1		530		21.2		22.8		0.002		696

						悪性リンパ腫・白血病		255		104		10.1		151		6.0		26.8		<0.001		255

						その他 ホカ		1325		406		39.4		919		36.8		28.4		0.240		1325

						無回答		81		25		2.4		56		2.2						81



				治療内容
※複数回答
		手術		2153		635		61.7		1518		60.7		29.2		0.085		2153

						化学療法		964		390		37.9		574		23.0		35.2		<0.001		964

						放射線		830		293		28.4		537		21.5		32.7		<0.001		830

						その他		1180		335		33.7		845		35.6		24.7		0.220		1180

						無回答		159		35		3.4		124		5.0						159



				治療状況
 チリョウ ジョウキョウ		治療後		2312		589		57.2		1723		68.9		24.6		<0.001		2312

						治療中		538		220		21.4		318		12.7		35.7				538

						無治療・死亡・その他		626		198		19.2		428		17.1		27.7				626

						無回答		53		23		2.2		30		1.2						53

								3529		1030		100		2499		82.8

				診断時の
就労形態と
治療中の
就労変化
		正社員（変化なし）		154		25		2.4		129		5.2		13.0		<0.001		154

						正社員（有給休職）		353		120		11.7		233		9.3		35.1				353

						正社員（無給休職）		78		31		3.0		47		1.9		25.8				78

						正社員（退職）		68		39		3.8		29		1.2		52.7				68

						個人事業主（変化なし）		166		21		2.0		145		5.8		9.3				166

						個人事業主（休職）		179		69		6.7		110		4.4		37.2				179

						個人事業主（廃業）		54		31		3.0		23		0.9		51.0				54

						非正規（変化なし）		139		34		3.3		105		4.2		20.5				139

						非正規（有給休職）		109		35		3.4		74		3.0		21.6				109

						非正規（無給休職）		128		47		4.6		81		3.2		34.7				128

						非正規（退職）		150		61		5.9		89		3.6		38.1				150

						不明		34		8		0.8		26		1.0		26.7				34

						就労なし シュウロウ		1787		462		44.9		1325		53.0		25.8				1787

						無回答		130		47		4.6		83		3.3						130

								3529		1030		92.1		2499		43

				診断から治療
開始前の
相談相手
		あり		2471		755		73.3		1716		68.7		28.9		<0.001		2471

						なし		127		67		6.5		60		2.4		53.6				127

						相談不要		665		146		14.2		519		20.8		18.4				665

						非該当		180		39		3.8		141		5.6		20.1				180

						無回答		86		23		2.2		63		2.5						86

								3529		1030		100		2499		79.2						3529

				周囲からの
不要な気遣い
を感じた程度
		低 テイ		1090		208		20.2		882		35.3		19.6		<0.001		1090

						中 チュウ		960		306		29.7		654		26.2		29.9				960

						高 コウ		334		141		13.7		193		7.7		35.7				334

						不明		871		298		28.9		573		22.9		30.9				871

						無回答		274		77		7.5		197		7.9						274

								3529		1030		100		2499		100

				周囲からの
偏見を感じた程度
		低 テイ		1606		348		33.8		1258		50.3		21.9		<0.001		1606

						中 チュウ		660		246		23.9		414		16.6		32.8				660

						高 コウ		115		63		6.1		52		2.1		48.4				115

						不明		871		298		28.9		573		22.9		30.9				871

						無回答		277		75		7.3		202		8.1						277

								3529		1030		100		2499		100





Table1-1女性(1.10)   (計算用)

								患者体験調査 粗解析値										全国代表値		p値

								合計  		経済毒性あり				経済毒性なし				経済毒性あり

										N		%		N		%		%

								3,254		1065		32.7		2189		67.3		30.9				3254

				診断時年齢
		≧65   （中央値: 74歳）		1452		362		34.0		1090		49.8		24.4		<0.001		1452

						40-64 （中央値: 54歳）		1016		384		36.1		632		28.9		38.4				1016

						≦39   （中央値: 36歳）		524		238		22.3		286		13.1		48.7				524

						無回答		262		81		7.6		181		8.3						262

								3254		1065		66		2189		100.1						3254

				がん種
（複数回答）
		大腸		408		117		11.0		291		13.3		26.1		0.127		408

						肺		330		93		8.7		237		10.8		26.7		0.169		330

						胃		295		78		7.3		217		9.9		24.9		0.071		295

						乳		921		345		32.4		576		26.3		36.3		0.053		921

						子宮・卵巣		525		209		19.6		316		14.4		37.2		0.018		525

						悪性リンパ腫・白血病		236		92		8.6		144		6.6		32.7		0.696		236

						その他 ホカ		811		249		23.4		562		25.7		30.2		0.707		811

						無回答		65		15		1.4		50		4.3						65



				治療内容
（複数回答）
		手術		2557		862		80.9		1695		77.4		31.8		0.302		2557

						化学療法		1207		514		48.3		693		31.7		41.9		<0.001		1207

						放射線		859		340		31.9		519		23.7		38.9		0.002		859

						その他		1208		404		37.9		804		36.7		30.7		0.976		1208

						無回答		123		28		2.6		95		4.3						123



				治療状況
 チリョウ ジョウキョウ		治療後		1990		587		55.1		1403		64.1		26.5		<0.001		1990

						治療中		837		350		32.9		487		22.3		40.8				837

						無治療・死亡・その他		351		106		9.9		245		11.2		31.7				351

						無回答		76		22		2.1		54		2.5						76

								3254		1065		100		2189		100.1						3254

				診断時の
就労形態と
治療中の
就労変化
		正社員（変化なし）		103		28		2.6		75		3.4		22.3		<0.001		103

						正社員（有給休職）		334		126		11.8		208		9.5		38.5				334

						正社員（無給休職）		47		22		2.1		25		1.1		48.6				47

						正社員（退職）		73		39		3.7		34		1.6		59.1				73

						個人事業主（変化なし）		36		8		0.8		28		1.3		31.4				36

						個人事業主（休職）		58		15		1.4		43		2.0		30.6				58

						個人事業主（退職）		20		7		0.7		13		0.6		32.1				20

						非正規（変化なし）		106		31		2.9		75		3.4		19.8				106

						非正規（有給休職）		182		75		7.0		107		4.9		40.0				182

						非正規（無給休職）		236		108		10.1		128		5.8		40.6				236

						非正規（退職）		257		116		10.9		141		6.4		43.8				257

						不明		24		6		0.6		18		0.8		33.9				24

						就労なし シュウロウ		1659		446		41.9		1213		55.4		25.7				1659

						無回答		119		38		3.6		81		3.7						119

								3254		1065		93.1		2189		97.9

				診断から治療
開始前の
相談相手		あり		2465		844		79.2		1621		74.1		31.9		0.008		2465

						なし		131		73		6.9		58		2.6		48.4				131

						相談不要		424		83		7.8		341		15.6		22.0				424

						非該当		152		38		3.6		114		5.2		22.4				152

						無回答		82		27		2.5		55		2.5						82

								3254		1065		100		2189		100

				周囲からの
不要な気遣い
を感じた程度
		低 テイ		1166		302		28.4		864		39.5		23.0		<0.001		1166

						中 チュウ		1036		375		35.2		661		30.2		35.0				1036

						高 コウ		332		179		16.8		153		7.0		52.5				332

						不明		514		158		14.8		356		16.3		30.9				514

						無回答		206		51		4.8		155		7.1						206

								3254		1065		100		2189		93.1

				周囲からの
偏見を感じた程度
		低 テイ		1535		415		39.0		1120		51.2		23.5		<0.001		1535

						中 チュウ		784		317		29.8		467		21.3		41.7				784

						高 コウ		207		119		11.2		88		4.0		54.0				207

						不明		514		158		14.8		356		16.3		30.9				514

						無回答		214		56		5.3		158		7.2						214

								3254		1065		61.1		2189		96
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スライド用table

				表1.		全国代表値		経済毒性あり(%)

								男性		女性

				全体				29.0		32.6

				診断時年齢		≧65 		24.4		24.4

						40-64		31.3		38.4

						≦39  		54.9		48.7

				雇用形態と就労変化

				　　正社員		変化なし		13.0		22.3

						有給休職		35.1		38.5

						無給休職		25.8		48.6

						退職		52.7		59.1

				　　個人事業主		変化なし		9.3		31.4

						休職		37.2		30.6

						廃業		51.0		32.1

				　　非正規		変化なし		20.5		19.8

						有給休職		21.6		40.0

						無給休職		34.7		40.6

						退職		38.1		43.8

				診断時の相談相手		あり		28.9		31.9

						なし		53.6		48.4

						不要		18.4		22.0





Table1-1女性(1.10)   (final)

								患者体験調査 粗解析値										全国代表値		p値

								合計  		経済毒性あり				経済毒性なし				経済毒性あり

										N		%		N		%		%

								3,254		1065		32.7		2189		67.3		30.9

				診断時年齢
		≧65   （中央値: 74歳）		1452		362		34.0		1090		49.8		24.4		<0.001

						40-64 （中央値: 54歳）		1016		384		36.1		632		28.9		38.4

						≦39   （中央値: 36歳）		524		238		22.3		286		13.1		48.7

						無回答		262		81		7.6		181		8.3

				がん種
（複数回答）
		大腸		408		117		11.0		291		13.3		26.1		0.127

						肺		330		93		8.7		237		10.8		26.7		0.169

						胃		295		78		7.3		217		9.9		24.9		0.071

						乳		921		345		32.4		576		26.3		36.3		0.053

						子宮・卵巣		525		209		19.6		316		14.4		37.2		0.018

						悪性リンパ腫・白血病		236		92		8.6		144		6.6		32.7		0.696

						その他 ホカ		811		249		23.4		562		25.7		30.2		0.707

						無回答		65		15		1.4		50		4.3

				治療内容
（複数回答）
		手術		2557		862		80.9		1695		77.4		31.8		0.302

						化学療法		1207		514		48.3		693		31.7		41.9		<0.001

						放射線		859		340		31.9		519		23.7		38.9		0.002

						その他		1208		404		37.9		804		36.7		30.7		0.976

						無回答		123		28		2.6		95		4.3

				治療状況
 チリョウ ジョウキョウ		治療後		1990		587		55.1		1403		64.1		26.5		<0.001

						治療中		837		350		32.9		487		22.3		40.8

						無治療・死亡・その他		351		106		9.9		245		11.2		31.7

						無回答		76		22		2.1		54		2.5

				診断時の
就労形態と
治療中の
就労変化
		正社員（変化なし）		103		28		2.6		75		3.4		22.3		<0.001

						正社員（有給休職）		334		126		11.8		208		9.5		38.5

						正社員（無給休職）		47		22		2.1		25		1.1		48.6

						正社員（退職）		73		39		3.7		34		1.6		59.1

						個人事業主（変化なし）		36		8		0.8		28		1.3		31.4

						個人事業主（休職）		58		15		1.4		43		2.0		30.6

						個人事業主（退職）		20		7		0.7		13		0.6		32.1

						非正規（変化なし）		106		31		2.9		75		3.4		19.8

						非正規（有給休職）		182		75		7.0		107		4.9		40.0

						非正規（無給休職）		236		108		10.1		128		5.8		40.6

						非正規（退職）		257		116		10.9		141		6.4		43.8

						不明		24		6		0.6		18		0.8		33.9

						就労なし シュウロウ		1659		446		41.9		1213		55.4		25.7

						無回答		119		38		3.6		81		3.7

				診断から治療
開始前の
相談相手		あり		2465		844		79.2		1621		74.1		31.9		0.008

						なし		131		73		6.9		58		2.6		48.4

						相談不要		424		83		7.8		341		15.6		22.0

						非該当		152		38		3.6		114		5.2		22.4

						無回答		82		27		2.5		55		2.5

				周囲からの
不要な気遣い
を感じた程度
		低 テイ		1166		302		28.4		864		39.5		23.0		<0.001

						中 チュウ		1036		375		35.2		661		30.2		35.0

						高 コウ		332		179		16.8		153		7.0		52.5

						不明		514		158		14.8		356		16.3		30.9

						無回答		206		51		4.8		155		7.1

				周囲からの
偏見を感じた程度
		低 テイ		1535		415		39.0		1120		51.2		23.5		<0.001

						中 チュウ		784		317		29.8		467		21.3		41.7

						高 コウ		207		119		11.2		88		4.0		54.0

						不明		514		158		14.8		356		16.3		30.9

						無回答		214		56		5.3		158		7.2





Table1-1男(1.10)  (final)

								患者体験調査 粗解析値										全国代表値		p値

								合計  		経済毒性あり				経済毒性なし				経済毒性あり

								N		N		%		N		%		%

								3,529		1030		29.2		2499		70.8		27.9

				診断時年齢
		≧65   （中央値: 75歳）		2237		569		55.2		1668		66.7		24.4		<0.001

						40-64 （中央値: 59歳）		773		254		24.7		519		20.8		31.3

						≦39   （中央値: 36歳）		150		81		7.9		69		2.8		54.9

						無回答		369		126		12.2		243		9.7

				がん種
※複数回答
		大腸		575		197		19.1		378		15.1		31.7		0.008

						肺		512		184		17.9		328		13.1		36.7		<0.001

						胃		645		161		15.6		484		19.4		27.2		0.025

						前立腺		696		166		16.1		530		21.2		22.8		0.002

						悪性リンパ腫・白血病		255		104		10.1		151		6.0		26.8		<0.001

						その他 ホカ		1325		406		39.4		919		36.8		28.4		0.240

						無回答		81		25		2.4		56		2.2

				治療内容
※複数回答
		手術		2153		635		61.7		1518		60.7		29.2		0.085

						化学療法		964		390		37.9		574		23.0		35.2		<0.001

						放射線		830		293		28.4		537		21.5		32.7		<0.001

						その他		1180		335		33.7		845		35.6		24.7		0.220

						無回答		159		35		3.4		124		5.0

				治療状況
 チリョウ ジョウキョウ		治療後		2312		589		57.2		1723		68.9		24.6		<0.001

						治療中		538		220		21.4		318		12.7		35.7

						無治療・死亡・その他		626		198		19.2		428		17.1		27.7

						無回答		53		23		2.2		30		1.2

				診断時の
就労形態と
治療中の
就労変化
		正社員（変化なし）		154		25		2.5		129		5.2		13.0		<0.001

						正社員（有給休職）		353		120		11.7		233		9.3		35.1

						正社員（無給休職）		78		31		3.0		47		1.9		25.8

						正社員（退職）		68		39		3.8		29		1.2		52.7

						個人事業主（変化なし）		166		21		2.0		145		5.8		9.3

						個人事業主（休職）		179		69		0.4		110		4.4		37.2

						個人事業主（廃業）		54		31		3.0		23		0.9		51.0

						非正規（変化なし）		139		34		3.3		105		4.2		20.5

						非正規（有給休職）		109		35		3.4		74		3.0		21.6

						非正規（無給休職）		128		47		4.6		81		3.2		34.7

						非正規（退職）		150		61		5.9		89		3.6		38.1

						不明		34		8		0.8		26		1.0		26.7

						就労なし シュウロウ		1787		462		44.9		1325		53.0		25.8

						無回答		130		47		4.6		83		3.3

				診断から治療
開始前の
相談相手
		あり		2471		755		73.3		1716		68.7		28.9		<0.001

						なし		127		67		6.5		60		2.4		53.6

						相談不要		665		146		14.2		519		20.8		18.4

						非該当		180		39		3.8		141		5.6		20.1

						無回答		86		23		2.2		63		2.5

				周囲からの
不要な気遣い
を感じた程度
		低 テイ		1090		208		20.2		882		35.3		19.6		<0.001

						中 チュウ		960		306		29.7		654		26.2		29.9

						高 コウ		334		141		13.7		193		7.7		35.7

						不明		871		298		28.9		573		22.9		30.9

						無回答		274		77		7.5		197		7.9

				周囲からの
偏見を感じた程度
		低 テイ		1606		348		33.8		1258		50.3		21.9		<0.001

						中 チュウ		660		246		23.9		414		16.6		32.8

						高 コウ		115		63		6.1		52		2.1		48.4

						不明		871		298		28.9		573		22.9		30.9

						無回答		277		75		7.3		202		8.1





Table1-1女性(1.10)  



				表3. 回答者の特徴（女性）				患者体験調査 粗解析値										全国代表値		p値

								合計  		FTあり				FTなし				FTあり

										N		%		N		%		%

								3,254		1065		31.4		2189		64.5		30.9

				診断時年齢
		≧65   （中央値: 74歳）		1452		362		34.0		1090		49.8		24.4		<0.001

						40-64 （中央値: 54歳）		1016		384		36.1		632		28.9		38.4

						≦39   （中央値: 36歳）		524		238		22.3		286		13.1		48.7

						無回答		262		81		7.6		181		8.3

				がん種
（複数回答）
		大腸		408		117		11.0		291		13.3		26.1		0.127

						肺		330		93		8.7		237		10.8		26.7		0.169

						胃		295		78		7.3		217		9.9		24.9		0.071

						乳		921		345		32.4		576		26.3		36.3		0.053

						子宮・卵巣		525		209		19.6		316		14.4		37.2		0.018

						悪性リンパ腫・白血病		236		92		8.6		144		6.6		32.7		0.696

						その他 ホカ		811		249		23.4		562		25.7		30.2		0.707

						無回答		65		15		1.4		65		4.3

				治療内容
（複数回答）
		手術		2557		862		80.9		1695		77.4		31.8		0.302

						化学療法		1207		514		48.3		693		31.7		41.9		<0.001

						放射線		859		340		31.9		519		23.7		38.9		0.002

						その他		1208		404		37.9		804		36.7		30.7		0.976

						無回答		123		28		2.6		95		4.3

				治療状況
 チリョウ ジョウキョウ		治療後		1990		587		55.1		1403		64.1		26.5		<0.001

						治療中		837		350		32.9		487		22.3		40.8

						無治療・死亡・その他		290		106		9.9		245		11.2		31.7

						無回答		76		22		2.1		54		2.5

				診断時の
就労形態と
治療中の
就労変化
		正社員（変化なし）		103		28		2.6		75		3.4		22.3		<0.001

						正社員（有給休職）		334		126		11.8		208		9.5		38.5

						正社員（無給休職）		47		22		2.1		25		1.1		48.6

						正社員（退職）		73		39		3.7		34		1.6		59.1

						個人事業主（変化なし）		36		8		0.8		28		1.3		31.4

						個人事業主（休職）		61		15		1.4		43		2.0		30.6

						個人事業主（退職）		20		7		0.7		13		0.6		32.1

						非正規（変化なし）		106		31		2.9		75		3.4		19.8

						非正規（有給休職）		182		75		7.0		107		4.9		40.0

						非正規（無給休職）		236		108		10.1		128		5.8		40.6

						非正規（退職）		257		116		10.9		141		6.4		43.8

						不明		24		6		0.6		18		0.8		33.9

						就労なし シュウロウ		1659		446		41.9		1213		55.4		25.7

						無回答		119		38		3.6		81		3.7

				診断から治療
開始前の
相談相手		相談相手あり ソウダン アイテ		2465		844		79.2		1621		74.1		31.9		0.008

						相談相手なし		131		73		6.9		58		2.6		48.4

						相談の必要なし		424		83		7.8		341		15.6		22.0

						非該当		152		38		3.6		114		5.2		22.4

						無回答		82		27		2.5		55		2.5

				周囲からの
不要な気遣い
		低 テイ		1166		302		28.4		864		39.5		23.0		<0.001

						中 チュウ		1036		375		35.2		661		30.2		35.0

						高 コウ		332		179		16.8		153		7.0		52.5

						不明		514		158		14.8		356		16.3		30.9

						無回答		206		51		4.8		155		7.1

				周囲からの
偏見
		低 テイ		1535		415		39.0		1120		51.2		23.5		<0.001

						中 チュウ		784		317		29.8		467		21.3		41.7

						高 コウ		207		119		11.2		88		4.0		54.0

						不明		514		158		14.8		356		16.3		30.9

						無回答		214		56		5.3		158		7.2





Table1-1男(1.10) 



				表2. 回答者の特徴（男性）				患者体験調査 粗解析値										全国代表値		p値

								合計  		FTあり				FTなし				FTあり

								N		N		%		N		%		%

								3,529		1030		27.7		2499		67.4		27.9

				診断時年齢
		≧65   （中央値: 75歳）		2237		569		55.2		1668		66.7		24.4		<0.001

						40-64 （中央値: 59歳）		773		254		24.7		519		20.8		31.3

						≦39   （中央値: 36歳）		150		81		7.9		69		2.8		54.9

						無回答		369		126		12.2		243		9.7

				がん種
※複数回答
		大腸		575		197		19.1		378		15.1		31.7		0.008

						肺		512		184		17.9		328		13.1		36.7		<0.001

						胃		645		161		15.6		484		19.4		27.2		0.025

						前立腺		696		166		16.1		530		21.2		22.8		0.002

						悪性リンパ腫・白血病		255		104		10.1		151		6.0		26.8		<0.001

						その他 ホカ		1325		406		39.4		919		36.8		28.4		0.240

						無回答		81		25		2.4		50		2.0

				治療内容
※複数回答
		手術		2153		635		61.7		1518		60.7		29.2		0.085

						化学療法		964		390		37.9		574		23.0		35.2		<0.001

						放射線		830		293		28.4		537		21.5		32.7		<0.001

						その他		1180		335		33.7		845		35.6		24.7		0.220

						無回答		159		35		3.4		124		5.0

				治療状況
 チリョウ ジョウキョウ		治療後		2312		589		57.2		1723		68.9		24.6		<0.001

						治療中		538		220		21.4		318		12.7		35.7

						無治療・死亡・その他		626		198		19.2		428		17.1		27.7

						無回答		53		23		2.2		30		1.2

				診断時の
就労形態と
治療中の
就労変化
		正社員（変化なし）		154		25		2.5		129		5.2		13.0		<0.001

						正社員（有給休職）		353		120		11.7		233		9.3		35.1

						正社員（無給休職）		78		31		3.0		47		1.9		25.8

						正社員（退職）		68		39		3.8		29		1.2		52.7

						個人事業主（変化なし）		166		21		2.0		145		5.8		9.3

						個人事業主（休職）		179		69		0.4		110		0.6		37.2

						個人事業主（廃業）		54		31		3.0		23		0.9		51.0

						非正規（変化なし）		139		34		3.3		105		4.2		20.5

						非正規（有給休職）		109		35		3.4		74		3.0		21.6

						非正規（無給休職）		128		47		4.6		81		3.2		34.7

						非正規（退職）		150		61		5.9		89		3.6		38.1

						不明		34		8		0.8		26		1.0		26.7

						就労なし シュウロウ		1787		462		44.9		1325		53.0		25.8

						無回答		130		47		4.6		83		3.3

				診断から治療
開始前の
相談相手
		相談相手あり ソウダン アイテ		2471		755		73.3		1716		68.7		28.9		<0.001

						相談相手なし		127		67		6.5		60		2.4		53.6

						相談の必要なし		665		146		14.2		519		20.8		18.4

						非該当		180		39		3.8		141		5.6		20.1

						無回答		86		23		2.2		63		2.5

				表2. 回答者の特徴（男性）				患者体験調査 粗解析値										全国代表値		p値

								合計  		FTあり				FTなし				FTあり

								N		N		%		N		%		%

				周囲からの
不要な気遣い
		低 テイ		1090		208		20.2		882		35.3		19.6		<0.001

						中 チュウ		960		306		29.7		654		26.2		29.9

						高 コウ		334		141		13.7		193		7.7		35.7

						不明		871		298		28.9		573		22.9		30.9

						無回答		274		77		7.5		197		7.9

				周囲からの
偏見
		低 テイ		1606		348		33.8		1258		50.3		21.9		<0.001

						中 チュウ		660		246		23.9		414		16.6		32.8

						高 コウ		115		63		6.1		52		2.1		48.4

						不明		871		298		28.9		573		22.9		30.9

						無回答		277		75		7.3		202		8.1





Table1-1男(12.25) 



				表1. 回答者の特徴（男性）				患者体験調査 粗解析値										全国代表値		p値

								合計  		FTあり				FTなし				FTあり

								N		N		%		N		%		%

								3,529		1030		27.7		2499		67.4		27.9

				診断時年齢
		≧65   （中央値: 75歳）		2237		569		55.2		1668		66.7		24.4		<0.001

						40-64 （中央値: 59歳）		773		254		24.7		519		20.8		31.3

						≦39   （中央値: 36歳）		150		81		7.9		69		2.8		54.9

						無回答		369		126		12.2		243		9.7

				がん種
※複数回答
		大腸		575		197		19.1		378		15.1		31.7		0.008

						肺		512		184		17.9		328		13.1		36.7		<0.001

						胃		645		161		15.6		484		19.4		27.2		0.025

						前立腺		696		166		16.1		530		21.2		22.8		0.002

						悪性リンパ腫・白血病		255		104		10.1		151		6.0		26.8		<0.001

						その他 ホカ		1325		406		39.4		919		36.8		28.4		0.240

						無回答		81		25		2.4		50		2.0

				治療内容
※複数回答
		手術		2153		635		61.7		1518		60.7		29.2		0.085

						化学療法		964		390		37.9		574		23.0		35.2		<0.001

						放射線		830		293		28.4		537		21.5		32.7		<0.001

						その他		1180		335		33.7		845		35.6		24.7		0.220

						無回答		159		35		3.4		124		5.0

				治療状況
 チリョウ ジョウキョウ		治療後		2312		589		57.2		1723		68.9		24.6		<0.001

						治療中		538		220		21.4		318		12.7		35.7

						その他		532		186		18.1		346		13.8		30.6

						無治療		94		12		1.2		82		3.3		11.4

						無回答		53		23		2.2		30		1.2

				診断時の
就労形態と
治療中の
就労変化
		正社員（変化なし）		154		25		2.4		129		5.2		13.0		<0.001

						正社員（有給休職）		353		120		11.7		233		9.3		35.1

						正社員（無給休職）		78		31		3.0		47		1.9		25.8

						正社員（退職）		68		39		3.8		29		1.2		52.7

						個人事業主（変化なし）		166		21		2.0		145		5.8		9.3

						個人事業主（有給休職）		19		4		0.4		15		0.6		22.9

						個人事業主（無給休職）		160		65		6.3		95		3.8		38.5

						個人事業主（廃業）		54		31		3.0		23		0.9		51.0

						非正規（変化なし）		139		34		3.3		105		4.2		20.5

						非正規（有給休職）		109		35		3.4		74		3.0		21.6

						非正規（無給休職）		128		47		4.6		81		3.2		34.7

						非正規（退職）		150		61		5.9		89		3.6		38.1

						不明		34		8		0.8		26		1.0		26.7

						就労なし シュウロウ		1787		462		44.9		1325		53.0		25.8

						無回答		130		47		4.6		83		3.3

				診断から治療
開始前の
相談相手
		相談相手あり ソウダン アイテ		2471		755		73.3		1716		68.7		28.9		<0.001

						相談相手なし		127		67		6.5		60		2.4		53.6

						相談の必要なし		665		146		14.2		519		20.8		18.4

						非該当		180		39		3.8		141		5.6		20.1

						無回答		86		23		2.2		63		2.5

				周囲からの
不要な気遣い
		低 テイ		1090		208		20.2		882		35.3		19.6		<0.001

						中 チュウ		960		306		29.7		654		26.2		29.9

						高 コウ		334		141		13.7		193		7.7		35.7

						不明		871		298		28.9		573		22.9		30.9

						無回答		274		77		7.5		197		7.9

				周囲からの
偏見
		低 テイ		1606		348		33.8		1258		50.3		21.9		<0.001

						中 チュウ		660		246		23.9		414		16.6		32.8

						高 コウ		115		63		6.1		52		2.1		48.4

						不明		871		298		28.9		573		22.9		30.9

						無回答		277		75		7.3		202		8.1





Table1-1女性(12.25) 



				表2. 回答者の特徴（女性）				患者体験調査 粗解析値										全国代表値		p値

								合計  		経済毒性あり				経済毒性なし ケイザイドクセイ				経済毒性あり

										N		%		N		%		%

								3,254		1065		31.4		2189		64.5		30.9

				診断時年齢
		≧65   （中央値: 74歳）		1452		362		34.0		1090		49.8		24.4		<0.001

						40-64 （中央値: 54歳）		1016		384		36.1		632		28.9		38.4

						≦39   （中央値: 36歳）		524		238		22.3		286		13.1		48.7

						無回答		262		81		7.6		181		8.3

				がん種
（複数回答）
		大腸		408		117		11.0		291		13.3		26.1		0.127

						肺		330		93		8.7		237		10.8		26.7		0.169

						胃		295		78		7.3		217		9.9		24.9		0.071

						乳		921		345		32.4		576		26.3		36.3		0.053

						子宮・卵巣		525		209		19.6		316		14.4		37.2		0.018

						悪性リンパ腫・白血病		236		92		8.6		144		6.6		32.7		0.696

						その他 ホカ		811		249		23.4		562		25.7		30.2		0.707

						無回答		65		15		1.4		65		4.3

				治療内容
（複数回答）
		手術		2557		862		80.9		1695		77.4		31.8		0.302

						化学療法		1207		514		48.3		693		31.7		41.9		<0.001

						放射線		859		340		31.9		519		23.7		38.9		0.002

						その他		1208		404		37.9		804		36.7		30.7		0.976

						無回答		123		28		2.6		95		4.3

				治療状況
 チリョウ ジョウキョウ		治療後		1990		587		55.1		1403		64.1		26.5		<0.001

						治療中		837		350		32.9		487		22.2		40.8

						その他・死亡		290		97		9.1		193		8.8		36.4

						無治療		61		9		0.8		52		2.4		10.9

						無回答		76		22		2.1		54		2.5

				診断時の
就労形態と
治療中の
就労変化
		正社員（変化なし）		103		28		2.6		75		3.4		22.3		<0.001

						正社員（有給休職）		334		126		11.8		208		9.5		38.5

						正社員（無給休職）		47		22		2.1		25		1.1		48.6

						正社員（退職）		73		39		3.7		34		1.6		59.1

						個人事業主（変化なし）		36		8		0.8		28		1.3		31.4

						個人事業主（有給休職）		6		1		0.1		5		0.2		2.8

						個人事業主（無給休職）		52		14		1.3		38		1.7		31.7

						個人事業主（退職）		20		7		0.7		13		0.6		32.1

						非正規（変化なし）		106		31		2.9		75		3.4		19.8

						非正規（有給休職）		182		75		7.0		107		4.9		40.0

						非正規（無給休職）		236		108		10.1		128		5.8		40.6

						非正規（退職）		257		116		10.9		141		6.4		43.8

						不明		24		6		0.6		18		0.8		33.9

						就労なし シュウロウ		1659		446		41.9		1213		55.4		25.7

						無回答		119		38		3.6		81		3.7

				診断から治療
開始前の
相談相手		相談相手あり ソウダン アイテ		2465		844		79.2		1621		74.1		31.9		0.008

						相談相手なし		131		73		6.9		58		2.6		48.4

						相談の必要なし		424		83		7.8		341		15.6		22.0

						非該当		152		38		3.6		114		5.2		22.4

						無回答		82		27		2.5		55		2.5

				周囲からの
不要な気遣い
		低 テイ		1166		302		28.4		864		39.5		23.0		<0.001

						中 チュウ		1036		375		35.2		661		30.2		35.0

						高 コウ		332		179		16.8		153		7.0		52.5

						不明		514		158		14.8		356		16.3		30.9

						無回答		206		51		4.8		155		7.1

				周囲からの
偏見
		低 テイ		1535		415		39.0		1120		51.2		23.5		<0.001

						中 チュウ		784		317		29.8		467		21.3		41.7

						高 コウ		207		119		11.2		88		4.0		54.0

						不明		514		158		14.8		356		16.3		30.9

						無回答		214		56		5.3		158		7.2





Table1-1男女(12.12)

				表1. 回答者の特徴（男性）						患者体験調査 粗解析値								全国代表 補正値														全国代表 補正値

								合計 N  ゴウケイ		経済毒性あり ケイザイドクセイ				経済毒性なし ケイザイドクセイ				経済毒性あり				合計 N  ゴウケイ		経済毒性あり ケイザイドクセイ				経済毒性なし ケイザイドクセイ				経済毒性あり

										N		%		N		%								N		%(全国代表値) ゼンコクダイヒョウチ		N		%(全国代表値) ゼンコクダイヒョウチ

								3,688		1062		30.1		2469		69.9						3,368		1078		33.1		2177		66.9

				年齢
		≧65    (median: 76歳)		2363		569		55.2		1794		66.9				<0.01		1525		362		34.0(43.9)		1163		50.0(61.8)				<0.01

						40-64 (median: 56歳)		801		254		24.7		547		20.4						1057		384		36.1(48.7)		673		28.9(34.7)

						≦39     (median: 38歳)		156		81		7.9		75		2.8						539		238		22.3(7.4)		301		12.9(3.5)

						無回答		392		126		12.2		266		9.9						271		81		7.6		190		8.2

				がんの部位
（複数回答）
		大腸		601		197		16.2		404		13.5				0.008		426		117		9.8		309		12.1				0.04

						肺		533		184		15.1		349		11.7				<0.001		344		93		7.8		251		9.9				0.044

						胃		682		161		13.2		521		17.4				0.025		308		78		6.5		230		9				0.025

						前立腺		737		166		13.6		571		19.1				0.002		556		209		17.4		347		13.6				0.001

						血液		265		104		8.5		161		5.4				<0.001		250		92		7.7		158		6.2				0.05

						その他 ホカ		1392		406		33.3		986		33				0.24		837		249		20.8		588		23.1				0.12

						無回答		81		25		2.4		56		2.1						67		15		1.2		52		2.1

				治療内容
（複数回答）
		手術		2265		635		37.6		1630		42.4				0.085		2658		862		40.1		1796		45.6				0.013

						化学療法		1002		390		23.1		612		15.9				<0.01		1248		514		24		734		18.6				<0.001

						放射線		872		293		17.4		579		15.1				<0.01		894		340		15.8		554		14.1				<0.001

						その他		1220		335		19.8		885		23				0.22		1263		404		18.8		753		19.1				0.49

						無回答		172		35		2.1		137		3.6						129		28		1.3		101		2.6

				治療状況
 チリョウ ジョウキョウ		治療後		2425		589		57.2		1836		68.5				<0.01		2082		587		55.1(54.5)		1495		64.2(66.2)				<0.001

						治療中		566		220		21.4		346		12.9						864		350		32.9(33.4)		514		22.1(21.9)

						その他		561		186		18.1		375		14.0						300		97		9.1(11.4)		203		8.7(8.9)

						無治療		104		12		1.2		92		3.4						66		9		0.8(0.8)		57		2.4(2.9)

						無回答		56		23		2.2		33		1.2						80		22		2.1		58		2.5

				診断時の
雇用形態
		正規		692		217		21.1		475		17.7				<0.001		582		366		15.7(16.2)		216		20.3(11.6)				<0.001

						個人事業主		490		145		14.1		345		12.9						141		39		3.7(4.1)		102		4.4(3.6)

						非正規		601		191		18.5		410		15.3						855		348		32.7(32.2)		507		21.8(22.7)

						就労なし シュウロウ		1865		462		44.9		1403		52.3						1735		446		41.9(47.6)		1289		55.4(62.1)

						無回答		64		15		1.5		49		1.8						79		16		1.5		63		2.7

				両立支援制度
の利用 リョウリツシエンセイド リヨウ		制度の利用あり セイド リヨウ		529		183		17.8		346		12.9				<0.001		618		254		23.8(23.1)		364		15.6(14.4)				<0.001

						制度の利用なし セイド リヨウ		1124		332		32.2		792		29.5						889		321		30.1(27.9)		568		24.4(22.6)

						不要（就労なし） シュウロウ		1865		462		44.9		1403		52.3						1735		446		41.9(49)		1289		55.4(63)

						無回答		194		53		5.1		141		5.3						150		44		4.1		106		4.6

				治療中の
就労状況
の変化		変化なし ヘンカ		492		83		8.1		409		15.2				<0.01		258		68		6.4(5.5)		190		8.2(8.7)				<0.001

						休職（金銭補償あり）		499		160		15.5		339		12.6						541		203		19.1(16.9)		338		14.5(11.6)

						休職（金銭補償なし）		396		146		14.2		250		9.3						348		145		13.6(12.7)		203		8.7(8.3)

						退職		284		132		12.8		152		5.7						336		164		15.4(15.6)		202		8.7(8.3)

						不明		35		8		0.8		27		1.0						25		6		0.6(0.8)		19		0.8(0.7)

						就労なし シュウロウ		1865		462		44.9		1403		52.3						1735		446		41.9(48.6)		1289		55.4(62.5)

						無回答		141		39		3.8		10.2		3.8						119		33		3.1		86		3.7

				治療開始前の
相談相手
(相談相手に
ついては複数回答)		相談相手あり ソウダン アイテ		2853		755		73.3		1828		68.2				<0.001		2557		844		79.2(78.6)		1713		73.6(73.1)				<0.001

						相談相手なし		130		67		6.5		63		2.3				<0.01		142		73		6.9(5.9)		69		3.0(2.9)				<0.001

						相談の必要なし		709		146		14.2		563		21.0				<0.01		443		83		7.8(12)		360		15.5(18.5)				<0.001

						非該当		194		39		3.8		155		5.8						162		38		3.6(3.5)		124		5.3(5.5)

						無回答		96		23		2.2		73		2.7						88		27		2.5		61		2.6

				周囲からの
不要な気遣い
		低 テイ		1155		208		20.2		947		35.3				<0.01		1216		302		28.4(30.2)		914		39.3(45)				<0.001

						中 チュウ		999		306		29.7		693		25.8						1075		375		35.2(35.8)		700		30.1(29.9)

						高 コウ		345		141		13.7		204		7.6						342		179		16.8(16.0)		163		7.0(6.4)

						不明		919		298		28.9		621		23.2						537		158		14.8(18)		379		16.3(18.6)

						無回答		294		77		7.5		217		8.1						222		51		4.8		171		7.3

				周囲からの
偏見
		低 テイ		1700		348		33.8		1352		50.4				<0.01		1595		415		39.0(39.6)		1180		50.7(56.6)				<0.001

						中 チュウ		677		246		23.9		431		16.1						815		498		21.4(33.1)		317		29.8(21.1)

						高 コウ		119		63		6.1		56		2.1						215		119		11.2(9.3)		96		4.1(3.7)

						不明		919		298		28.9		621		23.2						537		158		24.8(18.0)		379		16.3(18.7)

						無回答		297		75		7.3		222		8.3						230		56		5.3		174		7.5





Figure3 Secondary Outcome



				Table 2. 年齢区分と経済毒性 		年齢3区分

						65歳以上				40歳-64歳				39歳以下				合計

						N		%		N		%		N		%		N		%

				FTなし		2,755		75		1151		64.41		355		52.91		4,261		69

				FT:生活のみ影響		724		19.68		493		27.59		245		36.51		1,462		24

				FT:治療に影響		76		2.07		85		4.76		40		5.96		201		3.28

				FT:治療変更・断念		123		3.34		58		3.25		31		4.62		212		3.46

				合計		3,678				1787				671				6,136





Table1-2Female (12.11) 



				Table1-2. Demographics of respondes						female								p-value

								Total: N		FT				No FT

										N		%(*)		N		%(*)

								3255		1065		32.7		2189		67.3

				Age		≧65		1452		362		34		1090		49.8		<0.01

						40-64		1016		384		36.1		632		28.9

						≦39		524		238		22.3		286		13.1

						Missing		262		81		7.6		181		8.3

				Site
		colon (大腸)		408		119		11.2		289		13.2		0.15

						breast (乳) 		921		350		32.9		571		26.1		0.03

						lung (肺)		331		94		8.8		237		10.8		0.17

						stomach (胃)		295		80		7.5		215		9.8		0.01

						cervix, uterus, and ovary (子宮・卵巣)		525		212		19.9		313		14.3		<0.01

						blood (血液)		236		92		8.6		144		6.6		0.7

						others		812		252		23.7		560		25.6		0.77

				Treatment type
		operation		2557		862		80.9		1695		77.4		0.19

						chemotherapy		1207		514		48.3		693		31.7		<0.01

						radiation		859		340		31.9		519		23.7		<0.01

						others		1208		404		37.9		804		36.7		0.5

				treatment status
		complete/follow-up		1990		587		55.1		1403		64.1		<0.01

						under treatment		837		350		32.9		487		22.2

						no treatment/others		346		106		10		240		11

						Missing		81		22		2		59		2.7

				Employment contract types
		full-time		565		216		20.3		349		16		<0.01

						part-time		828		348		32.7		480		21.9

						self-employment		138		39		3.7		99		4.5

						unemplyment		1659		446		41.9		1213		55.4

						Missing		64		16		1.5		48		2.2

				Table1-2. Demographics of respondes						female								p-value

								Total: N		FT				No FT

										N		%(*)		N		%(*)

				Supports for balancing work and treatment
		used		595		254		23.8		341		15.6		  <0.01

						didn't use		871		321		30.1		550		25.1

						unemployment		1659		446		42		1213		55.4

						Missing		129		44		4.1		85		3.9

				Change in working situation		no change		251		68		6.3		183		8.4		<0.01

						sick leave		863		348		32.7		515		23.5

						retirement		355		164		15.4		191		8.7

						unemployment		1659		446		41.9		1213		55.4

						Missing		126		39		3.7		87		4

				Person to consult with (from diagnosis to treatment initiation)		I had		2102		723		67.9		1379		63

						medical professionals		1655		578		54.3		1078		49.2		0.049

						family and friend		2015		701		65.8		1315		60		0.012

						others		112		46		4.3		66		3		0.056

						I didn't have		131		74		6.9		57		2.6		<0.01

						I didn't need		424		83		7.8		341		15.6		<0.01

						Missing		228		67		6.3		171		7.8

				Unnecessary concern by others
		low		1166		302		28.4		864		39.5		<0.01

						moderate		1036		375		35.2		661		30.2

						high		332		179		16.8		153		7

						N/A・Missing		720		209		19.6		511		23.3

				Feeling discrimination by others
		low		1535		415		39		1120		51.2		<0.01

						moderate		784		317		29.8		467		21.3

						high		207		119		11.2		88		4

						N/A・Missing		728		214		20		514		23.5





Table1-2女性 (11.6)



				Table1-2. 回答者の特徴						女性 ジョセイ								p値 チ

								合計 ゴウケイ		経済毒性あり ケイザイドクセイ				経済毒性なし ケイザイドクセイ

										N		%(全国代表値) ゼンコクダイヒョウチ		N		%(全国代表値) ゼンコクダイヒョウチ

								3255		1065		32.7		2189		67.3

				②年齢
		≧65		1452		362		34		1090		49.8		<0.01

						40-64		1016		384		36.1		632		28.9

						≦39		524		238		22.3		286		13.1

						Missing		262		81		7.6		181		8.3

				③部位
		大腸		408		119		11.2		289		13.2		0.15

						乳		921		350		32.9		571		26.1		0.03

						肺		331		94		8.8		237		10.8		0.17

						胃		295		80		7.5		215		9.8		0.01

						子宮・卵巣 シキュウ ランソウ		525		212		19.9		313		14.3		<0.01

						血液		236		92		8.6		144		6.6		0.7

						その他 ホカ		812		252		23.7		560		25.6		0.77

				④治療内容
		手術		2557		862		80.9		1695		77.4		0.19

						化学療法		1207		514		48.3		693		31.7		<0.01

						放射線		859		340		31.9		519		23.7		<0.01

						その他		1208		404		37.9		804		36.7		0.5

				⑤治療状況
		治療後		1990		587		55.1		1403		64.1		<0.01

						治療中		837		350		32.9		487		22.2

						無治療・その他		346		106		10		240		11

						Missing		81		22		2		59		2.7

				⑥診断時の
就労継続へ
のアドバイス		あり		588		249		23.4		339		15.5		<0.01

						なし		242		115		10.8		127		5.8

						不要 フヨウ		2273		652		61.2		1621		74

						Missing		151		49		4.6		102		4.7

				⑥患者支援
センター
の利用		あり		358		145		13.6		214		9.8		0.004

						なし		2800		891		83.7		1909		87.2

						Missing		96		29		2.7		67		3

				⑥ピアサポート
の利用		あり		77		33		3.1		44		2		0.14

						なし		3078		1002		94.1		2076		94.8

						Missing		99		30		2.8		69		3.2

				⑦診断時の
就労状況
		正社員		565		216		20.3		349		16		<0.01

						非正規		828		348		32.7		480		21.9

						個人事業主		138		39		3.7		99		4.5

						就労なし シュウロウ		1659		446		41.9		1213		55.4

						Missing		64		16		1.5		48		2.2

				⑧両立支援制度
の利用		制度の利用あり セイド リヨウ		595		254		23.8		341		15.6		  <0.01

						制度の利用なし セイド リヨウ		871		321		30.1		550		25.1

						不要（就労なし） シュウロウ		1659		446		42		1213		55.4

						Missing		129		44		4.1		85		3.9

				⑨治療中の
就労状況
の変化		変化なし ヘンカ		251		68		6.3		183		8.4		<0.01

						休職		863		348		32.7		515		23.5

						退職		355		164		15.4		191		8.7

						就労なし シュウロウ		1659		446		41.9		1213		55.4

						Missing		126		39		3.7		87		4

				⑩診断時の
相談相手
(複数回答)		相談相手あり ソウダン アイテ		2102		723		67.9		1379		63

						医療関係者		1655		578		54.3		1078		49.2		0.049

						家族・友人		2015		701		65.8		1315		60		0.012

						その他		112		46		4.3		66		3		0.056

						相談相手なし		131		74		6.9		57		2.6		<0.01

						相談の必要なし		424		83		7.8		341		15.6		<0.01

						Missing		228		67		6.3		171		7.8

				⑪周囲からの
不必要な気遣い（疎外感）
		低 テイ		1166		302		28.4		864		39.5		<0.01

						中 チュウ		1036		375		35.2		661		30.2

						高 コウ		332		179		16.8		153		7

						無回答・Missing		720		209		19.6		511		23.3

				⑫周囲からの
偏見
		低 テイ		1535		415		39		1120		51.2		<0.01

						中 チュウ		784		317		29.8		467		21.3

						高 コウ		207		119		11.2		88		4

						無回答・Missing		728		214		20		514		23.5





Table1-1Male (12.11)



				Table1-1. Demographics of respondes						male								p-value

								Total: N 		FT				No FT

										N		%(*)		N		%(*)

								3,531		1062		30.1		2469		69.9		<0.01

				Age		≧65		2237		569		55.2		1668		66.7

						40-64		773		254		24.7		519		20.8

						≦39		150		81		7.9		69		2.8

						Missing		369		126		12.2		243		9.7

				Site
		colon (大腸)		575		198		18.6		377		15.3		<0.01



						lung (肺)		514		192		18.1		322		13

						stomach (胃)		645		166		15.6		479		19.4

						prostate (前立腺)		696		176		16.6		520		21.1

						blood (血液)		255		106		10		149		6

						others		1325		415		39.1		910		36.9

				Treatment type
		operation		2153		654		61.2		1449		58.7		0.13

						chemotherapy		965		405		38.1		560		22.7		<0.01

						radiation		832		303		28.5		529		21.4		<0.01

						others		1339		380		35.8		959		38.8		0.11

				treatment status
		complete/follow-up		2312		589		57.2		1723		68.9		<0.01

						under treatment		538		220		21.4		318		12.7

						no treatment/others		623		198		19.2		425		17

						Missing		56		23		2.2		33		1.3

				Employment contract types
		full-time		658		217		21.1		441		17.6		<0.01

						part-time		579		191		18.5		388		15.5

						self-employment		462		145		14.1		317		12.7

						unemplyment		1787		462		44.9		1325		53

						Missing		43		15		1.5		28		1.1

				Table1-1. Demographics of respondes						male								p-value

								Total: N 		FT				No FT

										N		%(*)		N		%(*)

				Supports for balancing work and treatment
		used		511		183		17.8		328		13.1		<0.01

						didn't use		1080		332		32.2		748		29.9

						unemployment		1787		462		44.9		1325		53

						Missing		151		53		5.1		98		3.9

				Change in working situation		no change		467		83		8.1		384		15.4		<0.01

						sick leave		857		306		29.7		551		22

						retirement		275		132		12.8		143		5.7

						unemployment		1787		462		44.9		1325		53

						Missing		143		47		4.6		96		3.8

				Person to consult with (from diagnosis to treatment initiation)		I had		2468		755		71.1		1713		69.4

						medical professionals		1833		554		52.2		1279		51.8		0.16

						family and friend		1642		535		50.4		1107		44.8		<0.01

						others		77		24		2.3		53		2.1		0.7

						I didn't have		127		67		6.3		60		2.4		<0.01

						I didn't need		665		146		13.7		519		21		<0.01

						Missing		269		62		5.8		207		8.4

				Unnecessary concern by others
		low		1090		208		19.6		882		35.7		<0.01

						moderate		960		306		28.8		654		26.5

						high		334		141		13.3		193		7.8

						N/A・Missing		1415		375		35.3		770		31.2

				Feeling discrimination by others
		low		1606		348		32.8		1258		51		<0.01

						moderate		660		246		23.2		414		16.8

						high		115		63		5.9		52		2.1

						N/A・Missing		1148		373		35.1		775		31.4

				* representative pecentages of the target population





Table1-1男性(旧)



				Table1-1. 回答者の特徴 カイトウシャ トクチョウ						男性 ダンセイ								p値

								合計 N  ゴウケイ		経済毒性あり ケイザイドクセイ				経済毒性なし ケイザイドクセイ

										N		%(全国代表値) ゼンコクダイヒョウチ		N		%(全国代表値) ゼンコクダイヒョウチ

								3,531		1062		30.1		2469		69.9

				年齢
（10歳区分）
 ネンレイ サイ クブン		70+		1,553		395		25.4(25.1)		1158		74.6(74.9)		0.03

						65-69		686		194		28.3(25.7)		492		71.7(74.3)

						60-64		366		123		33.6(32.4)		243		66.4(67.6)

						50-59		294		101		34.4(30.8)		193		65.6(69.2)

						40-49		113		36		31.9(34.9)		77		68.1(65.1)

						30-39		115		66		57.4(58.9)		49		42.6(41.1)

						<30		35		16		45.7(46.7)		19		54.3(53.3)

						Missing		369		131				238

				がん種
 シュ		大腸		575		198		34.4 (31.9)		377		65.6(68.1)		0.06

						肺		514		192		37.4 (38.3)		322		62.6(61.7)		<0.01

						胃		645		166		25.7 (27.8)		479		74.3(72.2)		0.93

						前立腺		696		176		25.3 (23.9)		520		74.7(76.1)		0.07

						血液		255		106		41.6 (28.2)		149		58.4(71.8)		0.94

						その他 ホカ		1325		415		31.3 (28.9)		910		68.7(71.1)		0.59

				治療内容
 チリョウ ナイヨウ		手術		2153		654		30.4 (29.9)		1449		69.6(70.1)		0.1

						化学療法		965		405		42.0 (36.5)		560		58(63.5)		<0.01

						放射線		832		303		36.4 (33.8)		529		63.6(66.2)		<0.01

						その他		1339		380		28.4 (25.3)		959		71.6(74.7)		0.01

				治療状況
 チリョウ ジョウキョウ		治療後		2312		602		26.0 (25.2)		1710		74(74.8)		<0.01

						治療中		538		230		42.8 (36.6)		308		57.2(63.4)

						無治療・その他		625		207		33.1 (29.4)		418		66.9(70.6)

						Missing		56		23				33

				Table1-1. 回答者の特徴 カイトウシャ トクチョウ						男性 ダンセイ								p値

								合計 N  ゴウケイ		経済毒性あり ケイザイドクセイ				経済毒性なし ケイザイドクセイ

										N		%(全国代表値) ゼンコクダイヒョウチ		N		%(全国代表値) ゼンコクダイヒョウチ

								3,531		1062		30.1		2469		69.9

				診断時の
就労継続へ
のアドバイス		あり		517		193		37.3(35.3)		324		62.7(64.7)		<0.01

						なし		241		111		46.1(39.5)		130		53.9(60.5)

						不要 フヨウ		2589		686		26.5(25.2)		1903		73.5(74.8)

						Missing		184		72				112

				患者支援
センター
の利用 カンジャ シエン リヨウ		あり		320		139		43.4(43.2)		181		56.6(56.8)		<0.01

						なし		3113		887		28.5(26.3)		2226		71.5(73.3)

						Missing		98		36				62

				ピアサポート
の利用 リヨウ		あり		49		21		42.9(30.8)		28		57.1(69.2)		0.73

						なし		3363		1001		29.8(27.8)		2362		70.2(72.2)

						Missing		119		40		79

				診断時の
就労状況
 シンダンジ シュウロウ ジョウキョウ		正社員		658		225		34.2 (31)		433		65.8(69)		0.51

						非正規		580		197		34.0 (29.2)		383		66(70.8)

						個人事業主		462		149		32.3 (28.1)		313		67.7(71.9)

						就労なし シュウロウ		1788		476		26.6(26.7)		1312		73.4(73.3)

						Missing		43		15				28

				両立支援制度
の利用 リョウリツシエンセイド リヨウ		制度の利用あり セイド リヨウ		511		188		36.8(29.2)		323		63.2(70.8)		0.42

						制度の利用なし セイド リヨウ		1081		344		31.8(29.9)		737		68.2(70.1)

						不要（就労なし） シュウロウ		1788		476		26.6(26.7)		1312		73.4(73.3)

						Missing		151		54				97

				治療中の
就労状況
の変化		変化なし ヘンカ		501		97		19.4 (16.4)		404		80.6(83.6)		<0.01

						休職（金銭補償あり）		486		164		33.7 (31.7)		322		66.3(68.3)

						休職（金銭補償なし）		291		120		41.2 (36.8)		171		58.8(63.2)

						退職（復職あり）		26		11		42.3 (39.5)		15		57.7(60.5)

						退職（復職なし）		52		34		65.4 (59.3)		18		34.6(40.7)

						退職（復職希望なし） キボウ		163		73		44.8(42.9)		90		55.2(57.1)

						就労なし シュウロウ		1788		476		26.6(26.7)		1312		73.4(73.3)

						Missing		224		87				137

				治療開始前の
相談相手
(複数回答) チリョウカイシ マエ ソウダン アイテ フクスウ カイトウ		相談相手あり ソウダン アイテ		2473		779		31.5		1694		68.5

						医療関係者		1835		575		31.3 (29)		1260		68.7(71)		0.22

						家族・友人		1643		549		33.4 (31.4)		1094		66.6(68.6)		<0.01

						その他の相談相手		77		27		35.1 (24.6)		50		64.9(75.4)		0.61

						相談相手なし		127		68		53.5 (54.1)		59		46.5(45.9)		<0.01

						相談の必要なし		665		152		22.9 (19)		513		77.1(81)		<0.01

						Missing		269		63				206

				周囲からの
不必要な気遣い
 シュウイ フヒツヨウ キヅカ		低 テイ		1090		215		19.7(20.2)		875		80.3(79.8)		<0.01

						中 チュウ		960		316		32.9(30.7)		644		67.1(69.3)

						高 コウ		334		144		43.1(36.2)		190		56.9(63.8)

						Missing		274		78				196

				周囲からの偏見
 シュウイ ヘンケン		低 テイ		1606		359		22.4(22.6)		1247		77.6(77.4)		<0.01

						中 チュウ		660		254		38.5(33.7)		406		61.5(66.3)

						高 コウ		115		64		55.7(48.5)		51		44.3(51.5)

						Missing		277		76				201





Table1-2女性



				Table1-2. 回答者の特徴 カイトウシャ トクチョウ						女性 ジョセイ								p値 チ

								合計 ゴウケイ		経済毒性あり ケイザイドクセイ				経済毒性なし ケイザイドクセイ

										N		%(全国代表値) ゼンコクダイヒョウチ		N		%(全国代表値) ゼンコクダイヒョウチ

								3255		1078		33.1		2177		66.9

				年齢
（10歳区分）
 ネンレイ サイ クブン		70+		1021		231		22.6(22.8)		790		77.4(77.2)		<0.01

						65-69		432		137		31.7(28.6)		295		68.3(71.4)

						60-64		279		94		33.7(35)		185		66.3(65)

						50-59		408		142		34.8(35)		266		65.2(65)

						40-49		329		152		46.2(48.5)		177		53.8(51.5)

						30-39		464		210		45.3(48.1)		254		54.7(51.9)

						<30		60		28		46.7(53.5)		32		53.3(46.5)

						Missing		262		84				178

				がん種
 シュ		大腸		408		119		29.2(26.4)		289		70.8(73.6)		0.15

						乳		921		350		38.0(36.9)		571		62(63.1)		0.03

						肺		331		94		28.4(31.5)		237		71.6(68.5)		0.17

						胃		295		80		27.1(25.4)		215		72.9(74.6)		0.01

						子宮・卵巣 シキュウ ランソウ		525		212		40.4(38)		313		59.6(62)		<0.01

						血液		236		92		39.0(32.7)		144		61(67.3)		0.7

						その他 ホカ		812		252		31.0(30.4)		560		69(69.6)		0.77

				治療内容
 チリョウ ナイヨウ		手術		2557		870		34.0(32)		1687		66(68)		0.32

						化学療法		1208		521		43.1(42.5)		687		56.9(57.5)		<0.01

						放射線		859		346		40.3(39.4)		513		59.7(60.6)		<0.01

						その他		1209		412		34.1(31)		797		65.9(69)		0.96

				治療状況
 チリョウ ジョウキョウ		治療後		1990		590		29.6(26.7)		1400		70.4(73.3)		<0.01

						治療中		837		354		42.3(41.1)		483		57.7(58.9)

						無治療・その他		347		111		32.0(33)		236		68(67)

						Missing		81		23				58

				診断時の
就労継続へ
のアドバイス		あり		588		253		43(43.6)		335		57(56.4)		<0.01

						なし		242		116		47.9(39.4)		126		52.1(60.6)

						不要 フヨウ		2274		660		29(27.3)		1614		71(72.7)

						Missing		151		49				102

				患者支援
センター
の利用 カンジャ シエン リヨウ		あり		358		149		41.6(40)		209		58.4(60)		0.053

						なし		2801		900		32.1(29.8)		1901		67.9(70.2)

						Missing		96		29				67

				ピアサポート
の利用 リヨウ		あり		77		34		44.2(45.2)		43		55.8(54.8)		0.053

						なし		3079		1014		32.9(30.6)		2065		67.1(69.4)

						Missing		99		30				69

				Table1-2. 回答者の特徴 カイトウシャ トクチョウ						女性 ジョセイ								p値 チ

								合計 ゴウケイ		経済毒性あり ケイザイドクセイ				経済毒性なし ケイザイドクセイ

										N		%(全国代表値) ゼンコクダイヒョウチ		N		%(全国代表値) ゼンコクダイヒョウチ

								3255		1078		33.1		2177		66.9

				診断時の
就労状況
 シンダンジ シュウロウ ジョウキョウ		正社員		565		217		38.4(38.5)		348		61.6(61.5)		<0.01

						非正規		828		352		42.5(39.3)		476		57.5(60.7)

						個人事業主		138		41		29.7(33.6)		97		70.3(66.4)

						就労なし シュウロウ		1660		451		27.2(25.8)		1209		72.8(74.2)

						Missing		64		17				47

				両立支援制度
の利用 リョウリツシエンセイド リヨウ		制度の利用あり セイド リヨウ		595		258		43.4(42.6)		337		56.6(57.4)		  <0.01

						制度の利用なし セイド リヨウ		871		324		37.2(34.7)		547		62.8(65.3)

						不要（就労なし） シュウロウ		1660		451		27.2(25.8)		1209		72.8(74.2)

						Missing		129		45				84

				治療中の
就労状況
の変化		変化なし ヘンカ		275		76		27.6(23.2)		199		72.4(76.8)		<0.01

						休職（金銭補償あり）		529		203		38.4(38.6)		326		61.6(61.4)

						休職（金銭補償なし）		290		129		44.5(39.8)		161		55.5(60.2)

						退職（復職あり）		123		72		58.5(69.5)		51		41.5(30.5)

						退職（復職なし）		83		41		49.4(57.9)		42		50.6(42.1)

						退職（復職希望なし） キボウ		131		47		35.9(28.9)		84		64.1(71.1)

						就労なし シュウロウ		1660		451		27.2(25.8)		1209		72.8(74.2)

						Missing		164		59				105

				治療開始前の
相談相手
(複数回答) チリョウカイシ マエ ソウダン アイテ フクスウ カイトウ		相談相手あり ソウダン アイテ		2102		723		34.4		1379		65.6

						医療関係者		1656		578		34.9(32.2)		1078		65.1(67.8)		0.31

						家族・友人		2016		701		34.8(32.5)		1315		65.2(67.5)		0.19

						その他の相談相手		112		46		41.1(38.8)		66		58.9(61.2)		0.21

						相談相手なし		131		74		56.5(49.4)		57		43.5(50.6)		<0.01

						相談の必要なし		424		83		19.6(22)		341		80.4(78)		0.03

						Missing		228		67				171

				周囲からの
不必要な気遣い
 シュウイ フヒツヨウ キヅカ		低 テイ		1166		304		26.1(23)		862		73.9(77)		<0.01

						中 チュウ		1036		378		36.5(35.3)		658		63.5(64.7)

						高 コウ		332		180		54.2(53.4)		152		45.8(46.6)

						Missing		206		52				154

				周囲からの偏見
 シュウイ ヘンケン		低 テイ		1535		418		27.2(23.8)		1117		72.8(76.2)		<0.01

						中 チュウ		784		320		40.8(42.1)		464		59.2(57.9)

						高 コウ		207		119		57.5(54)		88		42.5(46)

						Missing		214		57				157





Table2-1単変量(男性)



				Table2-1. 経済毒性のリスク因子-単変量ロジスティック回帰分析(男性)-Multiple Imputation ケイザイドクセイ インシ タンヘンリョウ カイキ ブンセキ ダンセイ

										全国代表値で重みづけ ゼンコクダイヒョウチ オモ						患者体験調査参加者 カンジャタイケンチョウサ サンカシャ

				リスク因子 インシ						OR		95%CI		P		OR		95%CI		P

				②年齢(7区分) ネンレイ クブン

						70+				Ref						Ref

						65-69				1.03		0.80 to 1.33		0.21		1.15		0.94 to 1.41		0.16

						60-64				1.43		1.05 to 1.95		0.03		1.48		1.16 to 1.90		<0.01

						50-59				1.32		0.99 to 1.76		0.054		1.53		1.18 to 2.00		<0.01

						40-49				1.59		0.60 to 4.24		0.35		1.37		0.91 to 2.07		<0.13

						30-39				4.27		2.47 to 7.38		<0.01		3.95		2.68 to 5.81		<0.01

						<30				2.61		1.22 to 5.56		<0.014		2.47		1.26 to 4.85		<0.01

				③がん種(6区分) シュ クブン

						大腸		大腸		Ref						Ref

						肺				1.16		0.74 to 1.83		0.5		1.12		0.78 to 1.60		0.55

						胃		胃		0.71		0.46 to 1.10		0.13		0.59		0.42 to 0.82		<0.01

						前立腺		前立腺		0.67		0.43 to 1.04		0.07		0.66		0.49 to 0.91		0.01

						血液				0.85		0.55 to 1.32		0.47		1.72		1.18 to 2.51		<0.01

						その他				0.96		0.63 to 1.46		0.84		0.95		0.72 to 1.25		0.72

				④治療内容 チリョウナイヨウ

						手術 シュジュツ				1.23		0.96 to 1.59		0.1		0.99		0.85 to 1.16		0.93

						化学療法 カガクリョウホウ				1.72		1.43 to 2.08		<0.01		2.08		1.78 to 2.43		<0.01

						放射線 ホウシャセン				1.41		1.13 to 1.75		<0.01		1.44		1.22 to 1.70		<0.01

						その他				0.8		0.67 to 0.95		0.01		0.88		0.76  to 1.02		0.09

				⑤治療状況 チリョウジョウキョウ

						治療後 チリョウゴ				Ref						Ref

						治療中 チリョウチュウ				1.71		1.20 to 2.43		<0.01		2.12		1.75 to 2.58		<0.01

						無治療・その他 ムチリョウ ホカ				1.24		0.94 to 1.63		0.13		1.41		1.16 to 1.70		<0.01

				⑥医療機関での相談・支援状況

				診断時の就労継続へのアドバイス シンダン ジ シュウロウケイゾク

						あり				Ref						Ref

						なし				1.2		0.77 to 1.86		0.42		1.43		1.05 to 1.95		0.02

						不要（就労なし） フヨウ シュウロウ				0.62		0.48 to 0.80		<0.01		0.61		0.50 to 0.74		<0.01

				患者支援センターの利用 カンジャ シエン リヨウ

						あり				Ref						Ref

						なし				0.47		0.35 to 0.64		<0.01		0.52		0.41 to 0.66		<0.01

				ピアサポートの利用 リヨウ

						あり				Ref						Ref

						なし				0.86		0.37 to 2.02		0.73		0.57		0.32 to 1.00		0.05

				⑦診断時の就労状況 シンダンジ シュウロウ ジョウキョウ

						正社員 セイシャイン				Ref						Ref

						非正規雇用 ヒセイキコヨウ				0.92		0.64 to 1.33		0.65		0.99		0.78 to 1.25		0.93

						個人事業主 コジンジギョウシュ				0.87		0.58 to 1.30		0.48		0.92		0.71 to 1.18		0.5

						就労なし シュウロウ				0.81		0.56 to 1.16		0.24		0.7		0.58 to 0.85		<0.01

				⑧両立支援制度の利用 リョウリツシエンセイド リヨウ

						あり				Ref						Ref

						なし				1.03		0.75 to 1.43		0.84		0.8		0.64 to 1.00		0.05

						就労なし シュウロウ				0.88		0.65 to 1.20		0.41		0.62		0.51 to 0.77		<0.01

				⑨治療後の就労変化 チリョウゴ シュウロウ ヘンカ

						変化なし ヘンカ				Ref						Ref

						休職（金銭補償あり） キュウショク キンセン ホショウ				2.36		1.65 to 3.39		<0.01		2.12		1.59 to 2.84		<0.01

						休職（金銭補償なし） キュウショク キンセン ホショウ				2.97		1.92 to 4.59		<0.01		2.92		2.12 to 4.03		<0.01

						退職（復職あり） タイショク フクショク				3.34		1.00 to 11.12		0.05		3.05		1.36 to 6.86		<0.01

						退職（復職なし） タイショク フクショク				7.43		3.70 to 14.91		<0.01		7.87		4.26 to 14.52		<0.01

						退職（復職希望なし） タイショク フクショク キボウ				3.83		2.32 to 6.31		<0.01		3.38		2.31 to 4.94		<0.01

						就労なし シュウロウ				1.86		1.33 to 2.60		<0.01		1.51		1.18 to 1.93		<0.01

				⑩治療前の相談相手 チリョウマエ ソウダン アイテ

						医療関係者 イリョウカンケイシャ				1.11		0.93 to 1.33		0.22		1.13		0.98 to 1.31		0.09

						家族・友人 カゾク ユウジン				1.37		1.11 to 1.70		<0.01		1.35		1.16 to 1.55		<0.01

						その他の相談相手 ソウダン アイテ				0.84		0.43 to 1.65		0.61		1.26		0.79 to 2.03		0.34

						相談相手なし ソウダンアイテ				3.17		1.91 to 5.28		<0.01		2.79		2.00 to 3.99		<0.01

						相談不要 ソウダンフヨウ				0.54		0.40 to 0.73		<0.01		0.64		0.52 to 0.78		<0.01

				⑪周囲からの不必要な気遣い シュウイ フヒツヨウ キヅカ

						低 テイ				Ref						Ref

						中 チュウ				1.75		1.20 to 2.54		<0.01		2		1.63 to 2.44		<0.01

						高 コウ				2.24		1.54 to 3.25		<0.01		3.08		2.37 to 4.01		<0.01

				周囲からの偏見 シュウイ ヘンケン

						低 テイ				Ref						Ref

						中 チュウ				1.75		1.22 to 2.51		<0.01		2.17		1.79 to 2.64		<0.01

						高 コウ				3.23		1.60 to 6.52		<0.01		4.36		2.96 to 6.41		<0.01





Table2-2多変量(男性)



				Table2-2. 経済毒性のリスク因子-多変量ロジスティック回帰分析(男性)-Multiple Imputation ケイザイドクセイ インシ タヘンリョウ カイキ ブンセキ ダンセイ

										全国代表値で重みづけ ゼンコクダイヒョウチ オモ						患者体験調査参加者 カンジャタイケンチョウサ サンカシャ

				リスク因子 インシ						OR		95%CI		P		OR		95%CI		P

				年齢(3区分) ネンレイ クブン

						65+				Ref						Ref

						40-64				1.15		0.76 to 1.74		0.51		1.35		1.01 to 1.80		0.046

						<39				2.78		1.20 to 6.43		0.018		2.63		1.57 to 4.40		<0.01

				がん種(6区分) シュ クブン

						大腸		大腸		Ref						Ref

						肺				1.03		0.59 to 1.81		0.91		0.85		0.56 to 1.29		0.45

						胃		胃		1.04		0.61 to 1.76		0.89		0.59		0.40 to 0.88		<0.01

						前立腺 ゼンリツセン		子宮・卵巣		0.64		0.36 to 1.13		0.12		0.56		0.37 to 0.83		<0.01

						血液				0.56		0.30 to 1.06		0.08		0.87		0.52 to 1.45		0.6

						その他				0.46		0.27 to 0.77		<0.01		0.49		0.34 to 0.69		<0.01

				治療内容 チリョウナイヨウ

						手術 シュジュツ				1.18		0.75 to 1.86		0.47		1.06		0.80 to 1.41		0.67

						化学療法 カガクリョウホウ				1.16		0.75 to 1.82		0.5		1.18		0.88 to 1.59		0.26

						放射線 ホウシャセン				1.51		1.07 to 2.14		0.02		1.38		1.04 to 1.84		0.02

						その他				0.82		0.52 to 1.27		0.37		0.97		0.75  to 1.25		0.79

				治療状況 チリョウジョウキョウ

						治療後 チリョウゴ				Ref						Ref

						治療中 チリョウチュウ				1.57		1.11 to 2.22		0.012		1.93		1.43 to 2.61		<0.01

						無治療・その他 ムチリョウ ホカ				omitted(要確認) ヨウカクニン						omitted(要確認) ヨウカクニン

				診断時の就労状況 シンダン ジ シュウロウジョウキョウ

						正社員 セイシャイン				Ref						Ref

						非正規雇用 ヒセイキコヨウ				1.12		0.62 to 2.05		0.7		1.56		1.08 to 2.24		0.02

						個人事業主 コジンジギョウシュ				1.22		0.56 to 2.68		0.61		1.43		0.96 to 2.15		0.08

						就労なし シュウロウ				0.77		0.29 to 2.02		0.59		0.78		0.42 to 1.43		0.42

				治療による就労の変化 チリョウ シュウロウ ヘンカ

						変化なし ヘンカ				Ref						Ref

						休職 キュウショク				2.25		1.44 to 3.52		<0.01		1.88		1.32 to 2.68		<0.01

						退職 タイショク				3.07		1.36 to 6.90		<0.01		2.38		1.23 to 4.61		0.01

						復職希望なし・就労なし フクショク キボウ シュウロウ				2.74		1.34 to 5.57		<0.01		2.71		1.49 to 4.94		<0.01

				治療前の相談相手 チリョウマエ ソウダン アイテ

						相談相手あり ソウダン アイテ				Ref						Ref

						相談相手なし ソウダンアイテ				2.87		1.31 to 6.31		<0.01		2.33		1.38 to 3.94		<0.01

						相談不要 ソウダンフヨウ				0.62		0.41 to 0.94		0.03		0.78		0.59 to 1.03		0.08

				周囲からの不必要な気遣い シュウイ フヒツヨウ キヅカ

						低 テイ				Ref						Ref

						中 チュウ				1.22		0.75 to 1.99		0.42		1.39		1.07 to 1.80		0.02

						高 コウ				1.57		0.93 to 2.65		0.09		1.85		1.29 to 2.64		<0.01

				周囲からの偏見 シュウイ ヘンケン

						低 テイ				Ref						Ref

						中 チュウ				1.27		0.78 to 2.06		0.33		1.53		1.18 to 1.98		<0.01

						高 コウ				1.94		0.88 to 4.30		0.1		2.57		1.54 to 4.27		<0.01





Table3-1単変量(女性)



				Table3-1. 経済毒性のリスク因子-単変量ロジスティック回帰分析(女性)-Multiple Imputation ケイザイドクセイ インシ タンヘンリョウ カイキ ブンセキ ジョセイ

										全国代表値で重みづけ ゼンコクダイヒョウチ オモ						患者体験調査参加者 カンジャタイケンチョウサ サンカシャ

				リスク因子 インシ						OR		95%CI		P		OR		95%CI		P

				②年齢(7区分) ネンレイ クブン

						70+				Ref						Ref

						65-69				1.35		0.84 to 2.17		0.21		1.59		1.24 to 2.04		<0.01

						60-64				1.82		1.16 to 2.86		<0.01		1.74		1.30 to 2.32		<0.01

						50-59				1.83		1.24 to 2.69		<0.01		1.83		1.42 to 2.35		<0.01

						40-49				3.18		1.94 to 5.21		<0.01		2.94		2.26 to 3.82		<0.01

						30-39				3.14		1.58 to 6.26		<0.01		2.83		2.24 to 3.57		<0.01

						<30				3.9		1.61 to 9.46		<0.01		2.99		1.76 to 5.07		<0.01

				③がん種(7区分) シュ クブン

						大腸		大腸		Ref						Ref

						肺				0.99		0.64 to 1.52		0.95		0.9		0.63 to 1.30		0.59

						胃		胃		1.07		0.70 to 1.66		0.75		0.98		0.69 to 1.41		0.93

						乳		乳		1.77		0.99 to 3.14		0.052		1.61		1.22 to 2.13		<0.01

						子宮・卵巣		子宮・卵巣		1.85		1.20 to 2.86		<0.01		1.78		1.32 to 2.41		<0.01

						血液				1.49		0.79 to 2.82		0.22		1.71		1.20 to 2.50		<0.01

						その他				1.12		0.72 to 1.74		0.6		1.05		0.79 to 1.41		0.73

				④治療内容 チリョウナイヨウ

						手術 シュジュツ				1.16		0.86 to 1.57		0.32		1.14		0.94 to 1.39		0.18

						化学療法 カガクリョウホウ				2.24		1.81 to 2.70		<0.01		2.01		1.72 to 2.33		<0.01

						放射線 ホウシャセン				1.63		1.21 to 2.19		<0.01		1.51		1.28 to 1.77		<0.01

						その他				1.01		0.75 to 1.35		0.96		1.07		0.92  to 1.25		0.37

				⑤治療状況 チリョウジョウキョウ

						治療後 チリョウゴ				Ref						Ref

						治療中 チリョウチュウ				1.85		1.51 to 2.27		<0.01		1.93		1.70 to 2.19		<0.01

						無治療・その他 ムチリョウ ホカ				1.28		1.04 to 1.57		0.02		1.26		1.09 to 1.47		<0.01

				⑥医療機関での相談・支援状況

				診断時の就労継続へのアドバイス シンダン ジ シュウロウケイゾク

						あり				Ref						Ref

						なし				0.84		0.54 to 1.32		0.44		1.22		0.90 to 1.65		0.2

						不要（就労なし含） フヨウ シュウロウ フク				0.49		0.37 to 0.64		<0.01		0.54		0.45 to 0.65		<0.01

				患者支援センターの利用 カンジャ シエン リヨウ

						あり				Ref						Ref

						なし				0.64		0.40 to 1.01		0.054		0.66		0.53 to 0.83		<0.01

				ピアサポートの利用 リヨウ

						あり				Ref						Ref

						なし				0.53		0.28 to 1.02		0.057		0.62		0.39 to 0.98		0.04

				⑦診断時の就労状況 シンダンジ シュウロウジョウキョウ

						正社員 セイシャイン				Ref						Ref

						非正規雇用 ヒセイキコヨウ				1.06		0.79 to 1.44		0.69		1.19		0.95 to 1.48		0.13

						個人事業主 コジンジギョウシュ				0.8		0.54 to 1.18		0.26		0.68		0.45 to 1.01		0.058

						就労なし シュウロウ				0.69		0.49 to 0.98		0.04		0.6		0.49 to 0.73		<0.01

				⑧両立支援制度の利用 リョウリツシエンセイド リヨウ

						あり				Ref						Ref

						なし				0.72		0.48 to 1.07		<0.1		0.77		0.63 to 0.96		0.018

						不要（就労なし） フヨウ シュウロウ				0.47		0.32 to 0.68		<0.01		0.49		0.40 to 0.59		<0.01

				⑨治療後の就労変化 チリョウゴ シュウロウ ヘンカ

						変化なし ヘンカ				Ref						Ref

						休職（金銭補償あり） キュウショク キンセン ホショウ				2.08		1.23 to 3.52		<0.01		1.63		1.19 to 2.24		<0.01

						休職（金銭補償なし） キュウショク キンセン ホショウ				2.19		1.32 to 3.62		<0.01		2.1		1.48 to 2.98		<0.01

						退職（復職あり） タイショク フクショク				7.53		4.0 to 14.30		<0.01		3.7		2.37 to 5.77		<0.01

						退職（復職なし） タイショク フクショク				4.55		2.15 to 9.61		<0.01		2.56		1.54 to 4.24		<0.01

						退職（復職希望なし） タイショク フクショク キボウ				1.34		0.63 to 2.86		0.44		1.47		0.94 to 2.28		0.09

						就労なし シュウロウ				1.15		0.72 to 1.81		0.55		0.98		0.73 to 1.30		0.87

				⑩治療前の相談相手 チリョウマエ ソウダン アイテ

						医療関係者 イリョウカンケイシャ				1.13		0.90 to 1.43		0.31		1.18		1.02 to 1.36		0.03

						家族・友人 カゾク ユウジン				1.19		0.92 to 1.55		0.19		1.22		1.05 to 1.42		0.011

						その他の相談相手 ソウダン アイテ				1.43		0.81 to 2.51		0.21		1.43		0.97 to 2.09		0.07

						相談相手なし ソウダンアイテ				2.25		1.33 to 3.82		<0.01		2.74		1.92 to 3.90		<0.01

						相談不要 ソウダンフヨウ				0.58		0.35 to 0.96		<0.04		0.45		0.35 to 0.58		<0.01

				⑪周囲からの不必要な気遣い シュウイ フヒツヨウ キヅカ

						低 テイ				Ref						Ref

						中 チュウ				1.82		1.29 to 2.56		<0.01		1.63		1.36 to 1.95		<0.01

						高 コウ				3.83		2.53 to 5.79		<0.01		3.36		2.61 to 4.32		<0.01

				周囲からの偏見 シュウイ ヘンケン

						低 テイ				Ref						Ref

						中 チュウ				2.33		1.68 to 3.23		<0.01		1.84		1.54 to 2.21		<0.01

						高 コウ				3.77		2.40 to 5.91		<0.01		3.61		2.68 to 4.87		<0.01





Table3-2多変量(女性)



				Table3-2. 経済毒性のリスク因子-多変量ロジスティック回帰分析(女性)-Multiple Imputation ケイザイドクセイ インシ タヘンリョウ カイキ ブンセキ ジョセイ

										全国代表値で重みづけ ゼンコクダイヒョウチ オモ						患者体験調査参加者 カンジャタイケンチョウサ サンカシャ

				リスク因子 インシ						OR		95%CI		P		OR		95%CI		P

				年齢(3区分) ネンレイ クブン

						65+				Ref						Ref

						40-64				1.79		1.11 to 2.91		0.02		1.6		1.22 to 2.10		<0.01

						<39				2.38		1.34 to 4.19		<0.01		1.89		1.37 to 2.60		<0.01

				がん種(7区分) シュ クブン

						大腸		大腸		Ref						Ref

						肺				0.9		0.43 to 1.90		0.78		0.89		0.52 to 1.53		0.68

						胃		胃		0.98		0.45 to 2.17		0.97		1.04		0.60 to 1.78		0.9

						乳		乳		0.98		0.44 to 2.18		0.97		1.18		0.76 to 1.83		0.46

						子宮・卵巣		子宮・卵巣		1.27		0.65 to 2.47		0.48		1.48		0.97 to 2.26		0.07

						血液				1.21		0.56 to 2.61		0.62		1.43		0.82 to 2.49		0.2

						その他				1.08		0.52 to 2.27		0.83		1.13		0.73 to 1.74		0.59

				治療内容 チリョウナイヨウ

						手術 シュジュツ				1.09		0.68 to 1.75		0.71		0.99		0.70 to 1.42		0.98

						化学療法 カガクリョウホウ				1.72		1.28 to 2.32		<0.01		1.4		1.12 to 1.74		<0.01

						放射線 ホウシャセン				1.27		0.94 to 1.70		0.12		1.19		0.94 to 1.52		0.15

						その他				1		0.59 to 1.70		0.99		0.85		0.65  to 1.12		0.24

				治療状況 チリョウジョウキョウ

						治療後 チリョウゴ				Ref						Ref

						治療中 チリョウチュウ				1.66		1.05 to 2.64		0.03		1.59		1.22 to 2.07		<0.01

						無治療・その他 ムチリョウ ホカ				0.09		0.01 to 0.59		0.013		0.37		0.33 to 4.16		0.42

				診断時の就労状況 シンダンジ シュウロウジョウキョウ

						正社員 セイシャイン				Ref						Ref

						非正規雇用 ヒセイキコヨウ				1.03		0.68 to 1.57		0.89		1.33		1.02 to 1.75		0.04

						個人事業主 コジンジギョウシュ				1.01		0.39 to 2.66		0.98		0.76		0.42 to 1.37		0.36

						就労なし シュウロウ				1.72		0.82 to 3.60		0.15		1.38		0.80 to 2.40		0.25

				治療による就労変化 チリョウ シュウロウ ヘンカ

						変化なし ヘンカ				Ref						Ref

						休職 キュウショク				1.72		0.96 to 3.10		0.07		1.44		1.00 to 2.08		0.053

						退職 タイショク				3.3		1.78 to 6.11		<0.01		1.76		1.11 to 2.78		0.02

						復職希望なし・就労なし フクショク キボウ シュウロウ				0.87		0.40 to 1.89		0.72		0.98		0.55 to 1.74		0.93

				治療前の相談相手 チリョウマエ ソウダン アイテ

						相談相手あり ソウダン アイテ				Ref						Ref

						相談相手なし ソウダンアイテ				1.51		0.75 to 3.05		0.25		2.45		1.52 to 3.95		<0.01

						相談不要 ソウダンフヨウ				0.95		0.56 to 1.61		0.85		0.68		0.49 to 0.93		0.02

				周囲からの不必要な気遣い シュウイ フヒツヨウ キヅカ

						低 テイ				Ref						Ref

						中 チュウ				1.31		0.87 to 2.00		0.2		1.27		1.00 to 1.60		0.045

						高 コウ				2.37		1.36 to 4.12		<0.01		2.4		1.72 to 3.36		<0.01

				周囲からの偏見 シュウイ ヘンケン

						低 テイ				Ref						Ref

						中 チュウ				1.87		1.31 to 2.66		<0.01		1.42		1.13 to 1.78		<0.01

						高 コウ				2.6		1.32 to 5.10		<0.01		2.03		1.37 to 3.00		<0.01







経済毒性の格差の現状

厚労科研がん格差班
Factsheet(共生・経済毒性編)
より本多和典先生分担研究



高額療養費制度・上限引き上げ

• 2024年12月24日に全国がん患者団体連合会から

「高額療養費制度における負担上限額引き上げの

検討に関する要望書」が厚労省に提出

• 「高額療養費制度引き上げ反対」署名135,287筆

• 高額療養費制度における負担上限額引き上げ反対

に関するアンケート（3623人の声）

• 回答者の71%は患者、24%は家族、12%は医療者

• 患者の回答者のうち言及のあった言葉

• 仕事関連 38% 生活関連 35% 生死 31%
苦境（辛い、苦しい、厳しい、困難など） 27%
あきらめ 23% 不安・心配 16%



がん患者の声： 年齢による違い
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ＡＹＡ世代では

仕事・就労に関する言及や

子どもなど家族に関する言及

つらさ、困難感の言及が

他の世代で多かった



健康の社会的決定要因 （Social Determinants of Health: SDH）

藤野善久. 近藤克則. 日本公衛誌
2011. 58(4)300-305より

原典： Dahlgren, G., & Whitehead, 
M. (1991). Policies and strategies 
to promote social equity in health. 
Stockholm.

がんになるのは自己責任ではない



健康格差とは

「地域や社会経済状況の違いによる集団間の健康状態の差」
健康日本21（第三次）基本方針

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_33414.html
第一 国民の健康の増進の推進に関する基本的な方向 より

個人の行動と健康状態の改善のみが健康寿命の延伸・健康格
差の縮小につながるわけではなく、社会環境の質の向上自体
も健康寿命の延伸・健康格差の縮小のための重要な要素であ
ることに留意が必要である。



困窮に関
する項目を
含む社会

調査（JGSS）

国勢調査
データ

地域単位の性別
年齢階級別人口

（分母）

二つのデータベースに共通の変数を用いた
各地域iの地理的剥奪指標の推定式
剥奪指標i
= 0.01575 × (2.99 ×高齢者夫婦世帯割合i
+ 7.57 ×高齢者単身世帯割合i + 17.4 ×母子世帯割合i
+ 2.22 ×賃貸住宅居住割合i + 4.03 ×サービス・販売業割合i
+ 6.05 ×農業割合i + 5.38 ×ブルーカラー職割合i + 18.3 ×失業割合i)

地域の社会経済指標: 地理的剥奪指標（Area Deprivation Index: ADI）
Nakaya T et al. PLoS One. 2014

5分位に分割して使用

患者や対象者の居住地住所
・町丁字
・郵便番号
・市区町村

0-1の値にして使用

低い←困窮度→高い

各地域の剥奪指標を人口で基準化して

年
齢
調
整
死
亡
率
（人
口
10
万
対
）

27



日本のがんアウトカムの格差
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全患者の5年生存率（%）

5年生存率が高いがん種ほど格差が大きい

がん患者の5年生存率の格差

Ito Y. et al. Acta Oncologica 2014.

早期がん 進行がん

低い←困窮度→高い 低い←困窮度→高い 伊藤ゆり. 癌と化学療法.2020.

胃がん年齢調整罹患率の格差

困窮度の高い地域では
進行がんの罹患率が高い
（早期がんが少ない）

全がん年齢調整死亡率の格差の推移
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困窮度の高い地域と低い地域
との全がん年齢調整死亡率の
格差は絶対的にも相対的にも
拡大傾向にある

困窮度の高い地域（Q5）

困窮度の低い地域（Q1） 全体

全体

困窮度の高い地域（Q5）

困窮度の低い地域（Q1）

Nakaya T. and Ito Y. eds. The Atlas of 
Health Inequalities. Springer. 2019. 

男性 男性

女性女性

大阪府がん登録
1999-2004年診断症例

大阪府がん登録
1993-2004年診断症例

（人
口
10
万
対
）

（人
口
10
万
対
）

Q1: 最も困窮度が低い5分位
Q5: 最も困窮度が高い5分位

©Yuri Ito 2025



困窮度の高い地域でがんの死亡率が高く、若年層、働く世代で顕著

困窮度が高い地域のがんで
過剰に死亡している人数

困窮度低い地域と同等の
死亡率だった場合の死亡数

困窮度低い 困窮度高い

人口動態統計2015～2020年死亡データを用いた

居住地の困窮度の指標を用いて5分位ごとに死亡率を計算

最も困窮度の低いQ1の年齢階級別死亡率をもとに、各分位の期待死亡数(E)を算出

居住地の困窮度による過剰死亡割合（%）＝
実測死亡数(𝑂𝑂)ー期待死亡数(𝐸𝐸)

実測死亡数(𝑂𝑂)
× 100

MASI (%): Mortality Attributable Socioeconomic Inequalities

Q5 
(困窮度高い)

Q1
(困窮度低い)

Q5
(困窮度高い)

Q1
(困窮度低い)

若年層、働く世代で

困窮度による過剰死亡が大きい

1年あたりの困窮度による

がんの過剰死亡数（うち65歳未満）

男性： 12,118人（3,443人）

女性： 2,823人（1,293人）

伊藤ゆり他（AACR 2024, 日本癌治療学会2024）



困窮度の高い地域のがん患者の生存率が低い

• 全国がん登録（2016-18年診断症例）
• がん種別3年生存率に格差（地域の社会経済指標最も困窮度が低い地域Q1と高い地域Q5との差）

この解析内容は、法に基づき情報の提供を受け、独自に作成・加工した資料等である。
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女性

AYA世代で多いがん種における
生存率格差が大きい
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I. 格差のモニタリング

II. 格差の要因分析

国民生活基礎調査
国民健康栄養調査
多目的コホート研究（JPHC）

国民生活基礎調査
豊中市、大阪市、神戸市等

全国がん登録
人口動態統計
患者体験調査

患者体験調査
苦痛のスクリーニング
神戸市ヘルスケアデータ

院内がん登録＋DPC
臓器別がん登録（NCD）
商用データベース（JMDC、MDV）

関連研究班との連携
「がん対策推進基本計画におけるロジックモデルの構築・改善に関する研究（指定研究）」（代表：井上、分担：澤田）
「がん対策推進基本計画の進捗管理に資する評価指標の実装に向けた研究（23EA1007）」（代表：澤田、分担：伊藤）
「がん診療連携拠点病院等におけるがん診療の実態把握に係る適切な評価指標の確立に資する研究（２２ＥＡ１００５）」（代表：藤）
「がん対策の年齢調整死亡率・罹患率に与える影響と要因に関する研究（23EA1009）」（代表：片野田、分担：伊藤・福井）

関連学会・団体との連携
全国がん患者団体連合会
各種がん関連学会
（日本癌学会、日本癌治療学会、日本臨床腫瘍
学会、日本がん疫学分子疫学研究会等）

アウトカムの
改善

格差縮小

A. 各指標の社会経済的要因による格差の
計測可能性の判断および計測方法の提示

B. 格差が計測できていない指標に
関して、計測方法の提案および検証

A. 格差が特に大きい集団の特定および
その要因の分析

B. 格差縮小につながる介入の検討

使用するデータ

「誰一人取り残さないがん対策における格差のモニタリングと要因解明に資する研究」班（代表：伊藤ゆり）

たばこ, HPV 検診受診率 標準治療
医療アクセス

緩和ケア, 就労支援
経済毒性

死亡率, 罹患率,
生存率, QOL



データに基づく事業計画と評価の徹底

• がん対策の指標は測れていないものが多い

• データに基づく事業計画・実施・評価は多くの自治体でできていない

• 自治体で分散している複数のデータベースをリンケージして評価する

体制をつくる

• 手上げした自治体でまず実施するのも一手



患者市民参画と多分野・部署間連携

• 単なる意見聴取から事業計画への参加・共同意思決定へ

• 当事者（患者・市民）が参加できるがん対策

• 一つの分野や部署では解決できない課題が多い

• 多分野・部署間連携の重要性

• 行政・企業・当事者・医療機関・大学との連携



まとめ

• 現役世代の中でも年齢によって、抱える課題は異なる

• 若年（AYA世代：15-39歳）では、がん診断・治療に伴う経済面での負担

が増加し、治療が継続できない

• 兵庫県の状況を全国や他県と比べ、優先的に取り組む課題を検討

• データに基づく事業評価を行うデータを活用基盤を構築

• 当事者参加と多分野連携



補足資料

ポッドキャストで解説 第7章で解説YouTube動画

日本セルフケア推進
協議会（JSPA）での講演
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